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一
九
一
八
年
の
・
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題

二
二

（
七
八
四
）

一
九
一
入
年
の
ロ
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
ろ
諸
間
題

中
　
澤
　
精
　
次

B良

は
　
し
・
が
　
き

　
全
國
民
的
な
基
盤
の
上
に
、
言
葉
を
か
え
て
い
え
ば
秘
密
・
普
通
．
雫
簿
．
直
接
の
諸
原
則
に
忠
實
な
選
塁
に
も
と
づ
い
て
憲
法
制
定
會
議
を

組
成
し
よ
う
と
す
る
目
論
み
が
、
ロ
シ
ヤ
で
は
、
一
九
一
七
年
の
二
月
革
命
の
際
に
著
し
く
表
面
化
し
て
い
る
。
も
つ
と
も
、
民
主
的
な
憲
法
制

定
會
議
の
召
集
と
い
う
い
わ
ば
近
代
的
・
合
理
的
な
政
治
的
要
請
は
二
月
革
命
以
前
の
、
す
な
わ
ち
ロ
マ
ノ
フ
帝
政
下
に
お
い
て
既
に
芽
生
え
て

お
り
、
反
政
府
的
な
万
至
は
ま
た
革
命
的
な
諸
蓮
動
の
一
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ
と
庵
な
つ
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
要
請
の
妥
當
性
が
全
面
的
且
つ
國

家
椹
力
的
に
確
認
さ
れ
、
ま
た
そ
の
速
か
な
實
現
が
政
府
の
本
質
的
な
義
務
と
し
て
宣
言
さ
れ
る
に
到
っ
た
の
は
二
月
革
命
に
よ
っ
て
で
あ
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
い
つ
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。
二
月
革
命
の
結
果
成
立
し
た
臨
時
政
府
が
、
三
月
一
六
日
の
そ
の
焚
足
に
あ
た
つ
て
、
昆
主
的
な
憲
法
制
定
會
議

の
早
期
召
集
に
努
力
す
る
旨
を
宣
言
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
臨
時
政
府
は
、
政
治
形
態
の
定
立
を
主
構
的
な
國
民
の
意
志

に
委
ね
る
と
約
束
し
て
、
憲
法
制
定
會
議
の
早
期
召
集
に
必
要
な
二
、
三
の
準
備
的
な
努
力
を
沸
つ
た
と
は
い
え
、
公
約
そ
の
も
の
の
履
行
に
必

ず
し
も
熱
心
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
態
度
は
甚
だ
清
極
的
で
あ
つ
た
ば
か
り
か
む
し
ろ
不
誠
實
で
す
ら
あ
つ
た
。
し
か
も
憲
法
制
定
會
議
の
召
集



が
意
識
的
に
引
延
さ
れ
つ
つ
あ
つ
た
そ
の
間
に
政
情
は
著
し
く
攣
化
し
、
途
に
一
一
月
七
日
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
が
政
穫
を
革
命
的
に
奪
取
し
そ

れ
を
狸
占
し
た
た
め
に
、
臨
時
政
府
は
憲
法
制
定
會
議
の
早
期
召
集
と
い
う
公
約
を
結
局
は
果
し
得
ず
し
て
終
つ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
一
〇
月
革
命
に
よ
る
政
椹
獲
得
直
後
の
コ
月
九
日
、
　
「
共
和
國
政
府
の
名
に
お
い
て
、
農
民
代
表
を
加
え
た
螢
働
者
・
兵
士
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ソ
ヴ
エ
ト
全
露
大
會
に
よ
つ
て
選
出
さ
れ
た
人
民
委
員
會
議
が
、
e
憲
法
制
定
會
議
の
選
畢
は
ご
月
二
五
日
に
實
施
さ
れ
る
べ
し
…
…
」
と
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

言
し
、
人
民
委
員
會
議
の
こ
の
布
告
に
も
と
づ
い
て
一
一
月
二
五
日
に
、
・
シ
ヤ
政
治
史
上
は
じ
め
て
の
極
め
て
民
主
的
な
、
す
な
わ
ち
秘
密
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

普
通
・
李
等
・
直
接
の
諸
原
則
に
忠
實
な
憲
法
制
定
禽
議
選
奉
が
施
行
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
憲
法
制
定
會
議
の
召
集
と
い
う
公
約
の
履
行
に
不
可

飲
な
前
提
は
、
か
か
る
公
約
の
當
事
者
で
あ
る
臨
時
政
府
そ
の
も
の
の
存
在
を
實
力
的
に
否
定
し
た
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
政
府
に
よ
つ
て
實
現
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

た
の
で
あ
つ
た
。
し
か
ら
ば
こ
の
選
學
の
結
果
は
ど
う
で
あ
つ
た
か
。

　
黛
派
名

吐
會
革
命
黙

吐
會
【
民
主
黙
（
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
肚
會
革
命
黙

吐
會
革
命
黙
左
派

肚
會
革
命
窯
民
族
派

吐
會
民
主
黙
（
メ
ン
シ
ェ
ヴ
イ
キ
）

立
憲
民
主
黙

人
民
吐
會
黙

保
守
黙

ウ
ク
ラ
イ
ナ
吐
會
民
主
黙

黛
派
別
代
表
者
数

　
　
　
二
九
九

　
　
　
　
一
六
八

　
　
　
　
八
一

　
　
　
　
三
九

　
　
　
　
一
九

　
　
　
　
　
一
八

　
　
　
　
一
五

　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
ニ

・
一
九
一
八
年
の
律
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題

二
三

（
七
八
五
）



　
　
　
　
一
九
一
八
年
の
ロ
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
間
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
　
（
七
八
六
）

　
　
パ
シ
キ
ー
ル
、
キ
ル
ギ
ー
ス
、
ア
ル
メ
ニ
ヤ
、
ユ
ダ
ヤ
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
、
レ
ッ
ト
、
エ
ス
ト
ニ
ヤ
、

　
　
コ
サ
ッ
ク
民
族
諸
派
お
よ
び
同
教
徒
派
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

　
　
合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
三

　
す
な
わ
ち
友
好
的
な
肚
會
革
命
黛
左
派
の
全
面
的
な
協
力
が
あ
つ
た
と
こ
ろ
で
、
與
蕪
は
全
議
席
の
僅
か
二
九
パ
ー
セ
ソ
ト
を
支
配
し
得
る
に

す
ぎ
な
い
こ
と
が
か
く
到
然
と
し
、
し
た
が
つ
て
憲
法
制
定
會
議
を
召
集
す
る
こ
と
は
反
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
派
・
反
革
命
勢
力
の
た
め
に
、
ま
た

と
な
い
制
度
的
な
乃
至
機
構
的
な
擦
黙
を
創
設
す
る
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
。
反
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
的
な
諸
窯
派

が
前
記
し
た
よ
う
な
憲
法
制
定
會
議
選
學
の
結
果
に
勇
躍
し
、
そ
の
野
蕪
的
な
反
革
命
攻
勢
を
、
憲
法
制
定
會
議
の
帥
時
召
集
と
い
う
ス
・
ー
ガ

ン
を
中
心
に
し
て
急
速
に
盛
上
げ
て
い
つ
た
こ
と
は
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

　
か
く
て
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
い
わ
ば
袋
小
路
に
追
込
ま
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
翌
年
の
一
月
九
日
に
到
つ
て
憲
法
制
定
會
議
の
召
集
を
決
意
し

た
。
一
九
一
八
年
一
月
一
八
日
首
都
ペ
ト
・
グ
ラ
ー
ド
に
お
い
て
開
會
す
る
と
聲
明
し
た
の
で
あ
る
。
も
つ
と
も
こ
こ
に
到
る
ま
で
の
間
、
ボ
ル

シ
ェ
ヴ
イ
キ
政
府
は
事
態
の
推
移
を
傍
観
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
つ
た
。
手
を
供
い
て
時
を
過
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
甚
だ
愼
重
且
つ
時
機

を
得
た
極
め
て
的
確
な
諸
封
策
を
怠
り
な
く
打
つ
て
い
た
の
で
あ
つ
て
、
例
え
ば
か
か
る
封
策
の
、
し
か
も
最
絡
的
・
決
定
的
な
も
の
と
し
て
っ

ぎ
の
よ
う
な
一
月
九
日
の
布
告
を
墾
げ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
憲
法
制
定
會
議
は
一
月
一
八
日
に
開
會
さ
れ
る
。
秘
か
な
あ
る
い

は
公
然
の
反
革
命
的
黛
派
で
あ
る
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
イ
キ
、
肚
會
革
命
黛
右
派
、
コ
ル
ニ
・
フ
派
拉
び
に
怠
業
中
の
官
僚
は
、
勢
農
ソ
ヴ
エ
ト
政
府
に

謝
し
て
決
定
的
な
抵
抗
を
準
備
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
反
革
命
的
分
子
は
例
外
な
く
『
全
梅
力
を
憲
法
制
定
會
議
へ
』
と
い
う
旗
を
掲
げ
て
、
そ

の
力
を
盛
り
か
え
し
て
ぎ
た
。
し
か
し
實
際
に
は
螢
農
革
命
の
敵
が
、
『
ソ
ヴ
エ
ト
を
打
倒
せ
よ
』
と
い
う
合
言
葉
で
結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
我
々
が
大
き
な
犠
牲
を
沸
つ
て
獲
得
し
た
す
ぺ
て
の
利
盆
の
放
棄
を
意
昧
し
て
い
る
…
…
。
か
か
る
反
革
命
的
な
企
圖
に
最
も
強
力

な
方
法
で
封
抗
す
る
こ
と
は
中
央
執
行
委
員
會
の
義
務
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
故
に
こ
そ
中
央
執
行
委
員
會
は
第
三
同
螢
働
者
・
兵
士
代
表
ソ
ヴ
エ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窟
）

ト
全
露
大
會
を
一
月
一
二
日
喰
そ
し
て
ま
た
第
三
同
農
民
代
表
大
會
を
一
月
二
八
日
に
召
集
す
る
こ
と
を
布
告
す
る
」
と
。
し
た
が
つ
て
ペ
ト

・
グ
ラ
ー
ド
の
室
氣
は
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
派
と
反
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
派
と
の
來
る
べ
き
決
定
的
な
封
立
と
抗
雫
を
ひ
そ
ま
せ
つ
つ
、
既
に
異
常
に

ま
で
緊
張
し
て
い
た
。
と
は
い
え
憲
法
制
定
會
議
は
一
月
一
八
日
に
タ
ウ
リ
ー
ダ
宮
の
一
室
で
開
か
れ
た
。
二
月
革
命
以
來
の
懸
案
で
あ
つ
た
憲

法
制
定
會
議
が
と
も
か
く
も
こ
こ
に
實
現
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
歴
倒
的
多
歎
が
反
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
的
な
諸
窯
派
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

た
當
然
の
結
果
と
し
て
、
こ
の
會
議
は
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
政
権
の
合
法
性
を
牽
直
に
否
定
し
た
た
め
に
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
政
府
か
ら
の
反
撃

に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
政
府
は
反
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
的
勢
力
の
機
構
的
な
こ
の
櫨
黙
を
排
除
す
べ
く
、
一
月
一
九
日
に
、
憲
法
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

定
會
議
の
解
散
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
一
八
年
の
・
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
は
、
そ
れ
を
召
集
し
た
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
政
府
の
手

に
よ
つ
て
そ
の
存
在
を
否
定
さ
れ
た
。

　
憲
法
制
定
會
議
の
か
く
悲
劇
的
な
結
末
の
故
に
か
、
あ
る
い
は
ま
た
こ
の
會
議
の
示
し
た
明
白
な
反
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
的
な
事
實
に
注
目
し
て

か
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
革
命
を
封
象
と
し
た
政
治
史
的
な
あ
る
い
は
政
治
學
的
な
研
究
の
多
く
が
、
一
九
一
八
年
の
こ
の
憲
法
制

定
會
議
に
ふ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
そ
の
内
容
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
決
し
て
一
様
で
は
な
い
。
勿
論
憲
法
制
定
會
議
へ
の
接
近
に
見
ら

れ
る
そ
の
多
様
性
は
、
外
な
ら
ぬ
研
究
者
自
身
の
間
題
意
識
・
問
題
黙
あ
る
い
は
研
究
方
法
な
ど
の
非
一
様
性
に
關
わ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ

の
こ
と
に
別
段
の
不
思
議
は
な
い
が
、
た
だ
憲
法
制
定
會
議
選
奉
の
實
施
を
籐
儀
な
く
し
た
客
艦
的
な
背
景
が
一
般
に
間
題
と
さ
れ
て
な
い
よ
う

　
　
（
9
）

で
あ
る
。
例
え
ば
ソ
蓮
邦
共
産
蕪
編
纂
の
「
窯
史
」
は
、
　
「
憲
法
制
定
會
議
が
解
散
さ
れ
た
。
こ
の
會
議
の
選
學
は
大
部
分
一
〇
月
革
命
以
前
に

行
わ
れ
、
し
か
も
會
議
は
李
和
・
土
地
・
椹
力
の
ソ
ヴ
エ
ト
ヘ
の
移
行
に
關
す
る
第
二
同
ソ
ヴ
エ
ト
大
會
の
布
告
の
批
准
を
拒
否
し
た
の
で
あ
つ

（
1
0
）た
」
と
記
し
て
、
憲
法
制
定
會
議
の
解
散
に
慣
し
た
事
由
を
示
し
て
い
る
が
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
政
府
が
何
故
に
選
奉
の
實
施
を
決
意
す
る
に
到

つ
た
か
に
つ
い
て
読
明
し
て
い
な
い
。
憲
法
制
定
會
議
へ
の
國
民
代
表
を
決
定
す
べ
き
選
墾
が
、
あ
る
い
は
ま
た
憲
法
制
定
會
議
の
開
催
が
確
乎

と
し
た
主
艦
的
な
欲
求
乃
至
は
ま
た
飴
儀
な
い
客
髄
的
な
要
請
を
鉄
い
て
、
い
わ
ば
偶
螢
的
に
果
し
て
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
疑
問
と
い
わ
ね
ば
な

　
　
　
　
一
九
一
八
年
の
ロ
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
（
七
八
七
）



一
九
一
八
年
の
ロ
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題

二
六

（
七
八
八
）

る
ま
い
。

　
一
九
一
八
年
一
〇
月
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
論
読
「
事
物
の
論
理
」
を
引
用
す
る
ま
で
も
な
く
、
成
程
「
一
九
一
七
年
の
は
じ
め
に
は
、
憲
法
制
定

會
議
と
い
う
ス
・
ー
ガ
ン
は
進
歩
的
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
ボ
ル
ン
ェ
ヴ
イ
キ
は
こ
れ
を
支
持
し
た
。
一
九
一
七
年
の
絡
り
、
一
〇
月
の
攣
革
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

に
は
、
憲
法
制
定
會
議
と
い
う
ス
・
ー
ガ
ン
は
反
動
的
な
も
の
と
な
つ
た
」
。
し
か
ら
ば
「
憲
法
制
定
會
議
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
反
動
的
な
も

の
と
な
つ
た
」
一
〇
月
革
命
以
後
の
段
階
に
お
い
て
、
何
故
に
憲
法
制
定
會
議
の
選
墾
を
實
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
か
。
一
見
す
る
と

非
論
理
的
と
も
思
え
る
こ
の
黙
に
つ
い
て
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
一
九
二
四
年
の
「
一
〇
月
革
命
と
官
シ
ヤ
共
産
主
義
者
の
戦
術
」
に
お
い
て
、
レ
ー

ニ
ン
の
所
読
を
引
用
し
つ
つ
次
ぎ
の
よ
う
に
論
明
し
て
い
る
。
　
「
憲
法
制
定
禽
議
が
、
ソ
ヴ
エ
ト
共
和
國
の
原
則
と
根
本
的
に
矛
盾
す
る
ブ
ル
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

ヨ
ア
議
會
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
」
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
・
「
ブ
ル
ジ
．
ア
民
主
主
義
的
議
會
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
革
命
的
プ
・
レ
タ
リ
ア

ー
ト
に
と
つ
て
害
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
何
故
こ
の
よ
う
な
議
會
は
解
散
さ
れ
る
に
領
し
て
い
る
か
を
、
お
く
れ
た
犬
衆
に
實
詮
す
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
容
易
に
し
、
そ
れ
を
う
ま
く
解
散
す
る
こ
と
を
容
易
に
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
議
會
制
度
の
『
政
治
的
な
死
滅
』
を
容
易
に
す

（
㎏
）る
」
た
め
で
あ
つ
た
と
。
別
言
す
る
と
「
憲
法
制
定
會
議
の
考
え
に
封
す
る
人
民
大
衆
の
信
用
を
お
と
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
大
衆
を
、

土
地
・
李
和
・
ソ
ヴ
エ
ト
椹
力
に
つ
い
て
の
彼
等
の
要
求
と
と
も
に
、
憲
法
制
定
會
議
の
壁
の
と
こ
ろ
ま
で
み
ち
び
い
て
行
き
、
こ
う
し
て
彼
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
b

を
現
實
の
生
き
た
憲
法
制
定
會
議
と
衝
突
」
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
と
読
く
。
反
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
派
が
現
に
墜
倒
的
な
多

数
を
占
め
て
い
た
憲
法
制
定
會
議
の
召
集
に
つ
い
て
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
甚
だ
當
を
得
た
読
明
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
反
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
派
が
現
に
堅
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
た
憲
法
制
定
會
議
の
召
集
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
憲
法

制
定
會
議
選
學
の
實
施
に
つ
い
て
で
あ
り
、
し
か
も
選
學
の
實
施
を
意
欲
し
た
主
髄
的
な
内
容
で
は
な
く
し
て
、
か
か
る
決
定
を
な
さ
し
め
る
に

到
つ
た
客
饅
的
な
論
理
が
事
實
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
か
を
問
題
と
す
る
か
ぎ
り
、
憲
法
制
定
會
議
を
解
散
し
得
た
後
の
、
い
わ
ゆ
る
同
顧

録
納
な
ス
タ
ー
リ
ン
の
読
明
そ
の
も
の
に
満
足
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
ろ
う
と
老
え
る
。
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
を
し
て
憲
法
制
定
會
議
選
舞
を
實
施



さ
せ
た
背
景
が
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
政
穫
の
成
立
と
い
う
甚
だ
特
徴
的
な
事
實
と
の
關
蓮
に
お
い
て
充
分
に
語
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
故
に
ま
ず
こ
こ
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
議
會
制
度
の
「
政
治
的
死
滅
」
を
豫
想
し
且
つ
意
欲
し
た
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
が
、
二
月
革
命
か
ら
一
〇
月
革

命
に
到
る
い
わ
ゆ
る
二
重
政
穂
下
に
お
い
て
、
臨
時
政
府
の
公
約
し
た
憲
法
制
定
會
議
に
い
か
な
る
態
度
で
臨
ん
で
い
た
か
の
整
理
．
概
観
を
老

え
て
み
た
。

　
（
1
）
　
一
九
一
八
年
以
前
の
・
シ
ヤ
で
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
で
は
な
く
ユ
リ
ウ
ス
暦
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
例
え
ば
ペ
ト
・
グ
ラ
ー
ド
．
ソ
ヴ
エ
ト
の

　
　
　
　
　
　
セ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
セ

　
　
成
立
し
た
二
月
二
七
日
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
の
三
月
一
二
日
に
當
る
。
本
稿
で
は
、
二
月
革
命
あ
る
い
は
一
〇
月
革
命
と
い
つ
た
表
現
以
外
は
す
べ
て
グ
レ
ゴ
リ

　
　
ウ
ス
暦
に
よ
つ
て
統
一
し
た
。

　
（
2
）
　
一
九
一
七
年
一
一
丹
九
日
の
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
人
民
委
員
會
議
の
布
告
（
国
g
β
鰭
琶
矯
』
．
・
四
昌
固
8
げ
Φ
ツ
国
ご
肖
冨
国
o
置
冨
£
犀
犀
Φ
＜
o
ぎ
，

　
　
菖
o
p
お
嵩
1
一
。
一
。
。
｝
3
曾
旨
臼
宏
9
0
β
山
冒
讐
霞
巨
o
狙
器
8
づ
』
合
）
。

　
（
3
）
　
一
一
月
二
五
日
の
「
イ
ズ
ベ
ー
ス
チ
ヤ
」
紙
に
「
勢
働
者
お
よ
び
兵
士
諸
君
、
今
日
は
憲
法
制
定
會
議
選
畢
の
第
一
日
目
で
あ
る
。
諸
君
は
す
べ
て
参
加
し

　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勢
働
者
拉
び
に
兵
士
は
一
人
と
し
て
投
票
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
…
…
投
票
所
に
出
掛
け
よ
、
そ
し
て
勢
働
者
・
兵
士
代
表
ペ
ト
・
グ
ラ

　
　
ー
ド
・
ソ
ヴ
エ
ト
の
決
議
に
從
つ
て
投
票
せ
よ
。
第
四
號
の
リ
ス
ト
に
投
票
せ
よ
」
（
園
仁
β
気
雪
も
ご
O
や
O
騨
こ
つ
ω
＆
）
と
あ
る
よ
う
に
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
で

　
　
は
憲
法
制
定
會
議
の
選
畢
が
一
一
月
二
五
、
二
六
、
二
七
日
の
三
目
間
に
わ
た
つ
て
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
全
國
的
に
み
る
と
数
多
く
の
選
畢
匿
で
は

　
　
所
定
の
期
日
ま
で
に
選
畢
準
備
が
整
わ
ず
、
そ
の
た
め
に
選
畢
が
甚
だ
し
く
逞
れ
て
實
施
さ
れ
た
場
合
が
、
あ
る
い
は
ま
た
實
施
さ
れ
ず
に
終
つ
た
場
合
も
あ
つ

　
　
た
よ
う
で
あ
る
（
O
戸
菊
銭
屏
①
ざ
O
こ
膚
げ
O
国
一
Φ
o
菖
O
ロ
“
O
d
げ
①
犀
岳
ロ
榊
百
O
O
冨
試
酔
■
①
圓
“
卜
蜜
Φ
］
B
ず
ξ
O
騰
お
一
評
一
誤
ρ
b
や
鵠
～
Go
）
。

　
（
4
）
　
憲
法
制
定
會
議
へ
の
代
表
選
出
方
法
が
民
主
的
な
選
畢
の
一
般
原
則
に
極
め
て
忠
實
で
あ
つ
た
こ
と
、
し
た
が
つ
て
そ
れ
が
劃
期
的
な
選
畢
で
も
あ
つ
た
こ

　
　
と
は
そ
れ
以
前
の
國
會
選
畢
法
（
o
播
国
胃
づ
Φ
さ
ψ
｝
e
げ
Φ
2
Φ
毛
国
一
①
9
9
包
■
90
胡
協
a
跨
Φ
園
岳
簸
曽
β
U
露
ヨ
90
｝
i
目
げ
Φ
q
且
o
買
Q
ビ
8
伊
亀
o
ω
言
阜

　
　
凶
8
ぎ
財
9
騨
ざ
9
石0
9
Φ
9
P
一
8
0
。
）
と
比
較
し
て
み
れ
ば
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
憲
法
制
定
會
議
の
場
合
に
は
秘
密
・
普
通
・
耶
等
・
直
接

　
　
の
諸
原
則
に
比
例
代
表
制
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
選
畢
匠
臭
℃
≦
毎
に
各
黛
派
は
そ
れ
ぞ
れ
當
該
選
畢
匠
の
定
員
数
だ
け
の
候
補
者
を
記
載
し
た
候

　
　
補
者
名
簿
を
用
意
し
、
投
票
は
こ
れ
ら
の
窯
派
別
の
候
補
者
名
簿
に
劃
し
て
な
さ
れ
た
。
な
お
ペ
ト
・
グ
ラ
ー
ド
で
は
一
九
の
諸
黛
派
が
そ
れ
ぞ
れ
一
八
名
の
自

　
　
蕪
候
補
者
を
記
載
し
た
名
簿
を
作
成
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
選
畢
は
さ
し
た
る
干
渉
・
妨
害
も
な
く
ま
ず
李
穏
に
實
施
さ
れ
た
も
よ
う
で
あ
る
（
鼠
・
閃
毘
ざ
ざ

　
　
O
こ
o
b
●
o
詳
・
）
。

　
（
5
）
　
憲
法
制
定
會
議
の
総
議
席
数
に
つ
い
て
は
八
一
五
名
と
も
あ
る
い
は
八
一
七
名
と
も
種
々
に
傳
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
黛
派
別
の
代
表
者
敷
に
つ
い
て
も
同

一
九
一
八
年
の
・
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題

二
七

（
七
八
九
）



一
九
一
八
年
の
・
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題

二
八

（
七
九
〇
）

　
様
に
さ
ま
ざ
ま
の
数
字
が
あ
つ
て
共
に
剣
然
と
し
な
い
。
例
え
ば
一
九
一
八
年
一
月
一
六
日
の
「
ウ
ー
ト
質
・
ラ
シ
イ
」
紙
（
閃
5
冒
気
塑
P
白
こ
o
サ
9
～
り

　
O
①
o
o
）
は
一
月
一
二
日
ま
で
に
判
明
し
た
五
二
〇
名
の
代
表
の
内
、
杜
會
革
命
黛
が
二
六
七
名
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
が
一
六
一
名
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
肚
會
革
命
・
肚

會
民
主
蕪
が
四
一
名
、
立
憲
窯
が
一
五
名
、
同
教
徒
民
族
派
が
六
名
、
同
教
批
會
革
命
蕪
が
五
名
、
農
民
代
表
ソ
ヴ
エ
ト
・
グ
ル
ー
プ
が
五
名
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
イ

　
キ
が
三
名
（
以
下
省
略
）
と
数
え
て
い
る
が
、
一
月
一
二
日
の
「
ル
！
ス
カ
ヤ
・
べ
ー
ド
モ
ス
チ
」
紙
（
閃
鶴
β
懲
5
｝
q
こ
σ
や
9
f
や
ω
留
）
に
は
一
月
一
二

　
日
ま
で
に
判
明
し
た
代
表
者
は
六
〇
三
名
、
そ
の
内
二
七
〇
名
が
阯
會
革
命
黛
右
派
、
一
六
七
名
が
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
、
五
三
名
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
杜
會
黛
、
三
六

　
名
が
杜
會
革
命
窯
左
派
、
二
五
名
が
同
致
徒
派
（
以
下
省
略
）
で
あ
つ
た
と
あ
る
。
し
か
し
本
稿
は
こ
の
種
の
研
究
に
つ
い
て
の
最
近
の
、
お
そ
ら
く
は
ま
た
最

　
も
優
れ
た
碑
究
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
量
屏
Φ
気
の
前
掲
書
に
よ
つ
た
。
な
お
こ
の
選
畢
に
お
け
る
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
得
票
数
は
全
投
票
総
数
四
一
、
弁

　
八
六
、
八
七
六
票
の
二
三
・
六
パ
ー
セ
ソ
ト
す
な
わ
ち
九
、
八
四
四
、
六
三
七
票
で
あ
つ
た
。

（
6
）
　
国
9
口
気
雪
｝
『
こ
o
》
9
f
℃
●
器
o
。
●
こ
の
布
告
に
も
と
づ
い
て
召
集
さ
れ
た
第
三
同
ソ
ヴ
エ
ト
大
會
で
、
憲
法
制
定
會
議
の
拒
否
し
た
「
勤
勢
者
お
よ
び

　
被
搾
取
人
民
の
穂
利
宣
言
」
が
承
認
さ
れ
（
一
月
二
三
日
）
、
ま
た
・
シ
ヤ
・
ソ
ヴ
エ
ト
肚
會
主
義
共
和
國
は
胃
シ
ヤ
人
民
の
自
由
な
結
合
を
原
則
と
し
て
形
成

　
さ
れ
た
諸
ソ
ヴ
エ
ト
共
和
國
の
連
邦
で
あ
る
と
い
う
決
議
が
探
揮
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

（
7
）
　
一
月
一
八
目
の
午
後
四
時
、
赤
衛
軍
が
固
め
て
い
た
タ
ウ
リ
ー
ダ
宮
の
議
場
に
集
つ
た
諸
代
表
は
ま
ず
議
長
逡
畢
に
臨
ん
だ
。
杜
會
革
命
黛
の
ロ
！
ド
キ
バ

　
ニ
！
ゼ
の
登
案
に
よ
つ
て
登
壇
し
た
代
表
中
の
最
年
長
者
で
あ
る
シ
ベ
ッ
オ
フ
が
憲
法
制
定
會
議
の
開
會
を
宣
言
し
議
長
の
選
出
を
提
案
し
た
。
そ
こ
で
牡
會
革

　
命
黛
は
自
黛
の
チ
エ
ル
ノ
フ
を
ま
た
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
肚
會
革
命
黛
左
派
の
ス
ピ
リ
ー
ド
ノ
ヴ
ァ
を
議
長
候
補
に
推
し
た
が
、
二
四
四
票
封
一
五
一
票
で
チ
ェ

　
ル
ノ
フ
が
選
ば
れ
た
。
議
長
が
憲
法
制
定
會
議
の
重
要
性
を
彊
調
し
た
後
に
ブ
ハ
ー
リ
ソ
が
立
ち
、
チ
エ
ル
ノ
フ
と
観
念
的
肚
會
主
義
に
封
す
る
激
し
い
非
難
・

　
攻
撃
の
演
説
を
「
萬
國
の
勢
働
者
よ
團
結
せ
よ
」
と
い
う
言
葉
で
結
ん
で
降
壇
す
る
と
、
代
つ
て
ツ
ェ
レ
チ
ェ
リ
ー
が
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
を
攻
撃
し
、
憲
法
制
定

　
會
議
を
現
實
の
・
シ
ヤ
の
最
高
機
關
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
杜
會
革
命
黛
の
決
議
案
を
示
し
た
。
そ
の
結
果
杜
會
革
命
黛
の
提
案
と
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
提
出
し

　
た
「
勤
勢
者
お
よ
び
被
搾
取
人
民
の
椹
利
宣
言
」
の
い
ず
れ
を
先
議
す
べ
き
か
の
票
決
が
行
わ
れ
た
が
、
　
二
三
七
票
封
コ
昌
六
票
で
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
が
敗
れ

　
た
。
そ
し
て
三
〇
分
間
の
休
憩
後
す
な
わ
ち
璽
一
九
日
の
午
前
一
時
會
議
は
再
會
さ
れ
た
が
、
ス
コ
ベ
・
フ
、
ア
ン
テ
イ
ピ
ン
、
マ
ム
キ
ン
な
ど
が
こ
も
ご
も
立

　
つ
て
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
に
攻
撃
を
加
え
、
代
つ
て
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
ラ
ス
コ
ニ
コ
フ
が
憲
法
制
定
會
議
の
反
革
命
性
を
難
詰
し
た
聲
明
を
登
表
し
て
憲
法
制
定

　
會
議
か
ら
の
退
場
を
宣
言
し
た
。
ま
た
肚
會
革
命
黛
左
汲
も
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
に
な
ら
つ
て
議
場
か
ら
萎
を
漕
し
た
。
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
と
杜
會
革
命
蕪
左
派
の

　
退
場
後
議
長
は
祉
會
革
命
黛
提
出
の
土
地
法
案
を
上
程
し
た
が
、
そ
の
際
に
議
揚
の
守
備
に
あ
た
つ
て
い
た
一
水
兵
が
議
長
に
衛
兵
の
疲
れ
て
い
る
こ
と
を
訴
え

　
て
閉
會
を
要
求
し
た
。
し
か
し
議
長
は
こ
の
要
求
を
ひ
と
ま
ず
無
覗
し
て
さ
ら
に
杜
會
革
命
黛
提
出
の
李
和
宣
言
を
上
程
し
た
。
か
く
杜
會
革
命
蕪
の
諸
提
案
を

　
上
程
し
審
議
・
可
決
し
た
後
に
會
議
は
、
・
シ
ヤ
の
政
治
形
態
を
規
定
し
た
決
議
を
採
揮
し
、
一
九
日
午
後
五
時
か
ら
の
再
會
を
約
し
て
午
前
四
時
四
〇
分
に
閉



　
會
し
た
。
し
か
し
再
び
開
か
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

（
8
）
　
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
と
肚
會
革
命
黛
左
派
の
退
場
後
、
憲
法
制
定
會
議
の
問
題
に
つ
い
て
人
民
委
員
會
議
が
開
か
れ
て
い
る
。
こ
の
會
議
で
、
肚
會
革
命
蕪
左

　
汲
の
委
員
は
1
前
年
の
一
二
月
二
三
目
以
來
こ
の
人
民
委
員
會
議
に
は
肚
會
革
命
窯
左
派
か
ら
八
名
が
参
加
し
て
い
た
ー
憲
法
制
定
會
議
の
再
選
畢
か
あ

　
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
先
例
に
な
ら
つ
た
革
命
評
議
會
の
設
置
を
主
張
し
た
が
、
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
左
汲
の
提
案
を
し
り
ぞ
け
て
憲
法
制
定
會
議
の
即
時
解

　
散
を
主
張
し
た
た
め
意
見
の
封
立
が
生
じ
た
の
で
、
中
央
執
行
委
員
會
の
臨
時
會
議
が
開
か
れ
、
そ
の
結
果
憲
法
制
定
會
議
の
解
散
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
憲
法

　
制
定
會
議
の
解
散
を
可
と
し
た
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
論
擦
は
、
憲
法
制
定
會
議
の
席
上
で
ラ
ス
コ
ニ
コ
フ
の
登
表
し
た
黛
聲
明
お
よ
び
中
央
委
員
會
に
お
け
る
レ

　
ー
ニ
ン
の
演
読
の
内
に
見
出
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
一
九
一
七
年
の
一
二
月
二
六
日
の
レ
ー
ニ
ン
の
「
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
テ
ー
ゼ
」
に
お
い
て
示
さ
れ

　
て
い
る
。

（
9
）
　
詳
説
を
し
な
い
が
、
憲
法
制
定
會
議
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
接
近
乃
至
研
究
は
差
當
つ
て
三
つ
に
分
け
て
整
理
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
考
え
る
。
ま
ず

　
そ
の
第
一
は
憲
法
制
定
會
議
を
就
中
そ
の
解
散
を
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
批
剣
の
座
標
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
憲
法
制
定
會
議
を
形
式
的
に
把
握
す
る

　
第
一
の
そ
れ
と
全
く
封
照
的
な
、
す
な
わ
ち
憲
法
制
定
會
議
を
實
質
的
に
把
握
し
て
そ
の
反
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
的
性
格
に
注
目
す
る
も
の
、
そ
の
第
三
は
第
二
と

　
同
檬
に
實
質
的
な
把
握
を
尊
重
す
る
が
、
そ
れ
故
に
こ
そ
憲
法
制
定
會
議
の
召
集
特
に
そ
の
た
め
の
選
畢
の
實
施
を
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
革
命
の
具
畦
的
な
登
展
過

　
程
の
一
環
と
し
て
把
ら
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
第
三
の
立
場
か
ら
す
る
研
究
は
甚
だ
乏
し
い
よ
う
で
あ
る
。

（
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．
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、
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。
旨
～
b
o
・
一
〇
月
革
命
の
直
後
憲
法
制
定
會
議
の
問
題
に
つ
い
て
レ
ー
ニ
ソ
は
選
畢
の
延
期
・
有
椹
者
年
齢
の
一
八
歳
へ
の
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ロ
ツ
キ
イ
は
傳
え
て
い
る
（
O
馳
．
U
h
O
言
屏
ざ
b
こ

い
ず
れ
の
革
命
蓮
動
に
も
そ
れ
自
身
の
よ
つ
て
立
つ
個
性
的
な
革
命
方
式
あ
る
い
は
革
命
理
論
が
、
も
つ
と
も
そ
の
理
論
性
ま
た
は
合
目
的
性

一
九
一
八
年
の
ロ
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題

二
九

（
七
九
一
）



　
　
　
　
一
九
一
八
年
の
ρ
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
　
（
七
九
二
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
少
な
か
ら
ぬ
問
題
が
そ
こ
に
残
さ
れ
て
も
い
よ
う
が
、
ま
ず
例
外
な
く
用
意
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
既
存
の
政
治
髄

制
を
實
力
的
に
破
確
し
よ
う
と
す
る
革
命
的
な
エ
リ
ー
ト
の
存
在
は
、
革
命
理
論
乃
至
は
革
命
方
式
を
措
い
て
考
え
ら
れ
な
い
と
い
つ
て
も
差
支

え
な
か
ろ
う
。
勿
論
ロ
シ
ヤ
の
マ
ル
キ
ス
ト
も
例
外
で
は
な
か
つ
た
。
む
し
ろ
彼
等
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
猫
自
の
主
艦
的
・
實
践
的
な
科
學
性
の
故

に
、
そ
し
て
ま
た
・
シ
ヤ
杜
會
の
特
殊
な
諸
條
件
の
故
に
、
他
の
い
か
な
る
革
命
主
義
者
に
も
ま
し
て
意
識
的
且
つ
主
題
的
に
、
ロ
シ
ヤ
に
お
け

る
プ
・
レ
タ
リ
ア
革
命
方
式
の
定
立
と
い
う
課
題
と
封
決
し
つ
づ
け
て
い
た
。
彼
等
が
プ
・
レ
タ
リ
ア
革
命
方
式
の
定
立
と
い
5
緊
急
且
つ
不
可

避
的
な
課
題
に
沸
つ
た
努
力
の
一
端
は
、
一
八
九
八
年
三
月
に
ミ
ソ
ス
ク
で
開
か
れ
た
最
初
の
枇
會
民
主
黛
大
會
の
宣
言
に
も
既
に
は
つ
き
り
と

痕
跡
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
ロ
シ
ヤ
の
勢
働
者
階
級
は
、
そ
の
強
い
蔓
肩
に
課
せ
ら
れ
た
政
治
的
自
由
の
獲
得
と
い
う
任
務
を
提
起
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
、
ま
た
提
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
不
可
避
的
な
、
し
か
し
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
偉
大
な
歴
史
的
使
命
實
現
へ
の
、
人

間
の
人
間
に
よ
る
搾
取
が
存
在
す
る
鯨
地
の
な
い
よ
う
な
杜
會
艦
制
建
設
へ
の
第
一
歩
で
し
か
な
い
。
ロ
シ
ヤ
の
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
全
力

を
も
つ
て
、
資
本
主
義
拉
び
に
ブ
ル
ジ
．
ア
ジ
ー
と
の
闘
唐
を
批
會
主
義
の
最
終
的
勝
利
に
ま
で
織
績
す
べ
く
、
専
制
政
治
の
朝
を
か
な
ぐ
り
棄

　
　
　
　
　
（
1
）

て
る
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
ス
ト
ル
ー
ベ
の
起
草
し
た
こ
の
窯
宣
言
は
、
ロ
シ
ヤ
革
命
の
當
面
し
た
基
本
的
な
矛
盾
、
す
な
わ
ち
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革

命
と
プ
・
レ
タ
リ
ア
肚
會
主
義
革
命
と
い
う
二
つ
の
稜
展
段
階
に
は
じ
め
て
注
目
し
た
と
は
い
え
、
本
質
的
に
は
一
八
四
八
年
の
「
共
産
窯
宣
言
」

に
依
挨
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
か
ら
具
髄
的
に
一
歩
も
前
進
し
て
い
な
い
。
い
い
か
え
る
と
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
獅
裁
に
言
及
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

な
い
し
、
ま
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
が
そ
の
使
命
を
達
成
し
得
る
方
策
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
な
い
…
…
」
の
で
あ
り
、
か
か
る
黙
か
ら
し
て
「
こ

最
宴
浸
革
窪
動
の
綱
罫
い
う
吉
響
し
ろ
帳
然
も
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
姦
習
作
に
止
つ
て
野
」
と
も
い
λ
竃
の
で
あ
つ

た
。
レ
ー
ニ
ソ
を
措
い
て
、
ロ
シ
ヤ
肚
會
民
主
黛
の
、
す
な
わ
ち
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
革
命
方
式
を
知
る
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
で
あ
る
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。



　
周
知
の
よ
う
に
、
一
八
九
四
年
の
論
文
「
人
民
の
友
と
は
何
か
」
以
後
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
・
シ
ヤ
革
命
を
規
定
す
べ
き
基
本
的
な
方
式
に
つ
い

て
不
断
の
考
察
を
加
え
、
ま
た
そ
の
結
論
を
積
極
的
に
提
示
し
つ
づ
け
て
い
つ
た
。
す
な
わ
ち
レ
ー
ニ
ン
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ヤ
革
命
の
當
面
の
課

題
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
の
實
現
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ヤ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
早
熟
的
反
動
性
の
故
に
自
ら
の
力
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
を

途
行
し
得
ず
、
そ
の
中
途
で
の
停
止
を
飴
儀
な
く
さ
れ
る
。
し
か
る
に
プ
β
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
意
識
的
な
生
長
と
そ
の
廣
範
な
組
織
化
に
と

つ
て
有
利
な
條
件
を
創
造
し
、
ま
た
保
謹
す
る
も
の
は
、
し
た
が
つ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
！
ト
解
放
の
前
提
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
の
完
途

を
お
い
て
あ
り
得
な
い
故
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
の
完
途
と
政
治
的
自
由
の
全
面
的
な
實
現
に
最
も
彊
い
關

心
を
持
つ
に
到
る
。
と
は
い
え
プ
β
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
は
自
力
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
を
完
途
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
プ
戸
レ
タ

リ
ア
ー
ト
に
は
、
民
主
主
義
革
命
の
途
行
に
あ
た
つ
て
、
國
民
の
堅
倒
的
な
多
数
を
占
め
る
農
民
を
同
盟
者
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た

農
民
と
同
盟
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
、
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
民
主
主
義
革
命
に
主
艦
的
な
役
割
を
果
し
、
民
主
主
義
革
命
の
成
果
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
・
シ
ヤ
革
命
は
ま
ず
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
民
主
主
義
革
命
の
途
行
を
、
プ
・
レ
ダ
リ
ァ
ー
ト
と
農
民
の
提
携
に

よ
る
民
主
猫
裁
政
椹
の
樹
立
を
課
題
と
し
、
つ
い
で
肚
會
主
義
革
命
の
實
現
に
、
い
い
か
え
る
と
プ
・
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
濁
裁
政
権
の
樹
立
と
い

う
第
二
段
階
へ
と
移
行
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
が
レ
ー
ニ
ン
の
定
立
し
た
プ
・
レ
タ
リ
ア
革
命
方
式
の
原
型
で
あ
り
、
ボ
ル

シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
指
導
理
論
の
概
要
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
民
主
濁
裁
あ
る
い
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
猫
裁
と
規
定
さ
れ
た
二
つ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
い
か
な
る
政
治
形
態
が
豫
定
さ
れ
た
か
。
特
に
、
來
る
べ
き
ロ
シ
ヤ
革
命
の
第
一
段
階
と
規
定
さ
れ
た
民
主
濁
裁
の
段
階
に
お
け
る
政
治

形
態
が
、
い
か
に
老
え
ら
れ
て
い
た
か
を
取
上
げ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
冒
シ
ヤ
革
命
の
當
面
の
課
題
は
、
レ
ー
ニ
ン
に
よ
る
と
、
プ
β
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
農
民
の
提
携
に
よ
る
民
主

稠
裁
政
樺
の
樹
立
で
あ
つ
た
。
言
葉
を
か
え
て
い
え
ば
「
一
方
で
は
、
秘
密
投
票
に
よ
る
眞
の
普
通
・
直
接
・
李
等
の
選
墨
を
基
礎
と
す
る
憲
法

制
定
會
議
を
召
集
す
る
よ
う
な
、
ま
た
他
方
で
は
、
選
塁
の
場
合
實
際
に
完
全
な
自
由
を
實
行
し
得
る
よ
う
な
臨
時
政
府
を
、
皇
帝
政
府
と
お
き

　
　
　
　
一
九
一
八
年
の
ロ
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
　
（
七
九
三
）



　
　
　
一
九
一
八
年
の
官
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
　
（
七
九
四
）

　
　
（
4
）

か
え
る
」
こ
と
で
あ
つ
た
。
さ
ら
に
い
い
か
え
れ
ぱ
、

　
「
1
　
人
民
の
專
制
、
す
な
わ
ち
最
高
國
家
穫
力
全
髄
を
人
民
代
表
か
ら
成
る
立
法
議
會
の
手
に
集
中
す
る
こ
と
。

2
　
立
法
議
會
拉
び
に
一
切
の
地
方
機
關
の
選
學
に
お
い
て
、
一
二
歳
以
上
の
す
べ
て
の
市
民
に
封
す
る
普
通
・
李
等
・
直
接
の
選
學
穫
。
そ

の
際
の
選
墾
に
お
け
る
秘
密
投
票
。
各
選
學
人
は
す
べ
て
代
議
議
會
に
選
撃
さ
れ
る
権
利
を
持
つ
。
人
民
代
表
に
鉗
す
る
俸
給
の
支
梯
。

　
3
　
市
民
の
身
髄
と
住
居
の
不
可
侵
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
4
　
信
仰
・
言
論
・
出
版
・
集
會
・
ス
ト
ラ
イ
キ
お
よ
び
結
肚
の
無
制
限
な
自
由
…
…
」
を
保
障
す
る
民
主
的
憲
法
に
も
と
づ
い
て
共
和
制
的

な
政
治
形
態
を
實
現
す
る
こ
と
が
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
當
面
し
た
政
治
的
な
任
務
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
か
く
封
決
す
べ

き
課
題
と
目
さ
れ
た
完
全
な
政
治
的
自
由
を
前
提
と
す
る
「
全
人
民
的
憲
法
制
定
會
議
」
の
召
集
、
乃
至
は
民
主
的
な
一
院
制
議
會
の
實
現
は
あ

く
ま
で
も
差
當
つ
て
の
、
す
な
わ
ち
前
提
的
な
課
題
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
に
過
程
的
な
㌔
手
段
的
な
目
的
よ
り
以
上
の

意
義
が
與
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
過
程
的
な
意
義
が
與
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
民
主
濁
裁
と
規
定
さ

れ
た
段
階
の
具
髄
的
な
標
識
を
憲
法
制
定
會
議
あ
る
い
は
民
主
的
議
會
に
求
め
る
こ
と
は
充
分
可
能
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
一
九
一
四
年
の
サ
ラ
エ
ヴ
オ
事
件
を
韓
機
と
し
て
、
・
シ
ヤ
内
外
の
政
治
情
勢
に
質
量
的
な
攣
化
が
現
れ
た
。
第
一
次
大
職
の
襲
生

に
よ
り
革
命
意
欲
は
鴎
際
的
に
も
ま
た
國
内
的
に
も
急
速
に
後
退
し
、
代
つ
て
愛
國
的
情
熱
が
著
し
く
支
配
的
と
な
つ
た
。
・
シ
ヤ
内
外
に
お
け

る
肚
會
主
義
革
命
勢
力
の
全
面
的
な
退
潮
と
い
う
事
態
の
急
激
な
攣
化
は
、
勿
論
、
既
成
の
革
命
方
式
に
封
す
る
謙
虚
な
省
察
を
要
求
せ
ず
に
は

お
か
な
か
つ
た
℃
か
く
て
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
理
論
と
現
實
と
の
遊
離
あ
る
い
は
背
反
を
同
避
す
べ
く
、
自
己
の
置
か
れ
た
客
観
的
な
朕
況
を
分

析
し
て
、
そ
の
結
論
を
實
践
的
に
滑
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
つ
た
。
し
か
も
レ
ー
ニ
ソ
は
、
こ
の
間
題
を
解
決
す
る
に
あ
た
つ
て
ま
ず

大
鞍
の
本
質
を
究
明
し
、
職
孚
獲
生
の
基
盤
的
肚
會
を
「
資
本
主
義
の
最
終
段
階
と
し
て
の
帝
國
主
義
」
的
な
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
、
■
帝
國
主

義
的
職
孚
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
革
命
の
實
現
へ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
レ
ー
ニ
ン
は
封
職
孚
政
策
を
樹
革
命
政
策
に
直
結
さ
せ
る
こ
と



に
よ
つ
て
朕
況
の
攣
化
を
巧
み
に
克
服
し
、
從
來
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
方
式
は
こ
こ
に
新
し
い
内
容
を
與
え
ら
れ
て
震
展
的
に
生
長
し
て
い
つ

た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
既
述
し
た
と
こ
ろ
の
革
命
方
式
の
基
本
的
な
攣
更
あ
る
い
は
修
正
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。

　
す
な
わ
ち
第
一
次
大
戦
襲
生
後
に
お
い
て
も
、
一
九
〇
三
年
の
窯
大
會
以
來
の
プ
・
レ
タ
リ
ァ
革
命
方
式
は
依
然
と
し
て
十
分
に
奪
重
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
一
九
一
五
年
の
「
若
干
の
テ
ー
ゼ
」
に
お
い
て
も
、
　
「
來
る
べ
き
・
シ
ヤ
革
命
の
肚
會
的
内
容
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

農
民
の
革
命
的
民
主
濁
裁
以
外
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
得
な
い
」
こ
と
が
か
さ
ね
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
際
に
、
　
「
黛
は
、

民
主
的
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
。
ア
ジ
1
と
共
に
肚
會
民
主
主
義
者
の
臨
時
革
命
政
府
へ
の
参
加
を
、
從
前
通
り
詐
容
し
得
る
も
の
と
考
え
る
が
、
好
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

的
革
命
主
義
者
と
は
行
動
を
共
に
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
貼
を
無
覗
し
て
は
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
「
ロ
シ
ヤ
に
お

い
て
、
か
り
に
好
戦
的
革
命
主
義
者
が
勝
利
を
牧
め
た
場
合
に
は
彼
等
の
『
組
國
』
防
衛
と
い
う
職
雫
努
力
に
反
封
す
る
。
た
と
え
革
命
主
義
者

あ
る
い
は
共
和
主
義
者
と
い
え
ど
も
好
戦
的
な
肚
會
主
義
者
に
は
反
封
し
、
彼
等
好
職
的
杜
會
主
義
者
に
反
封
し
て
、
肚
會
主
義
革
命
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

國
際
的
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
同
盟
に
味
方
す
る
」
こ
と
が
、
い
い
か
え
れ
ば
「
・
シ
ヤ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
に
お
け
る
プ
戸
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

指
導
的
な
役
割
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
の
間
題
に
つ
い
て
、
黛
は
、
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
決
定
的
な
瞬
間
に
左
傾
す
る
な
ら
ば
、
し
か
も

窯
の
宣
傳
の
み
な
ら
ず
一
蓮
の
客
観
的
な
す
な
わ
ち
経
濟
的
・
財
政
的
・
軍
事
的
・
政
治
的
な
諸
要
因
な
ど
も
ま
た
彼
等
の
左
傾
を
促
す
な
ら
ば
、

　
　
　
　
（
9
）

可
能
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
の
上
に
立
つ
て
、
戦
孚
途
行
に
協
力
す
る
革
命
政
府
へ
の
参
加
を
断
乎
と
し
て
拒
否
し
軍
濁
で
革
命
を
途
行
す
る
と

い
5
方
針
と
決
意
と
が
、
は
つ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
一
九
一
七
年
の
三
月
い
わ
ゆ
る
二
月
革
命
が
襲
生
し
、
ツ
ア
：
リ
ズ
ム
が
崩
壊
し
た
。
そ
し
て
ソ
ヴ
エ
ト
と
の
姜
協
工
作
の
上
に
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
な
臨
時
革
命
政
府
が
ひ
と
ま
ず
成
立
し
た
。
一
般
に
い
う
二
重
の
政
椹
が
、
乃
至
は
ま
た
國
家
穫
力
の
眞
室
朕
態
が
出
現
し
た
の
で

あ
る
。
し
た
が
つ
て
ロ
シ
ヤ
革
命
の
當
面
の
課
題
と
目
さ
れ
て
い
た
ツ
ア
ー
リ
ズ
ム
の
打
倒
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
臨
時
革
命
政
府
の
樹
立
と
い

う
事
態
が
こ
こ
に
現
實
化
し
た
わ
け
で
あ
り
、
ま
た
か
く
新
し
い
局
面
が
現
實
に
展
開
さ
れ
る
に
到
つ
た
が
故
に
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
、
よ
り
具

　
　
　
　
一
九
一
八
年
の
冒
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
欄
す
る
諸
澗
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
　
（
七
画
五
）



　
　
　
　
一
九
一
八
年
の
p
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
　
（
七
九
六
）

饅
的
・
現
實
的
な
態
度
の
決
定
に
差
迫
ら
れ
た
。
し
か
ら
ば
い
か
な
る
指
導
原
則
が
所
與
の
革
命
方
式
か
ら
の
論
理
的
露
結
と
し
て
定
立
さ
れ
た

か
。
一
九
一
七
年
の
「
四
月
テ
ー
ゼ
」
の
内
容
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
こ
の
「
四
月
テ
ー
ゼ
」
は
、
「
ロ
シ
ヤ
の
現
朕
の
特
質
は
プ
冒
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
不
充
分
な
階
級
的
自
畳
と
組
織
と
の
た
め
に
、
穫

力
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
！
に
與
え
た
革
命
の
第
一
段
階
か
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
お
よ
び
極
貧
農
民
暦
の
手
に
権
力
を
置
く
第
二
段
階
へ
の
移
行

に
あ
砺
臣
と
読
い
て
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
志
向
す
べ
き
革
命
が
プ
・
レ
タ
リ
ア
濁
裁
の
肚
會
主
義
革
命
以
外
に
あ
り
得
な
い
こ
と
を
指
捕
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

改
め
て
「
勢
働
者
代
表
ソ
ヴ
エ
ト
の
み
が
唯
一
の
可
能
な
革
命
的
政
治
形
態
」
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
レ
ー
ニ
ン
は
「
議
會
主
義
的
共
和
制

で
は
な
く
し
て
、
螢
働
者
代
表
ソ
ヴ
エ
ト
か
ら
議
會
主
義
的
共
和
制
へ
の
復
瞬
は
後
退
で
あ
り
、
全
國
的
な
、
上
か
ら
下
ま
で
の
勢
働
者
．
貧
農

　
　
　
　
　
（
屹
）

代
表
ソ
ヴ
エ
ト
」
こ
そ
が
來
る
べ
き
肚
會
主
義
段
階
の
政
治
形
態
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
こ
の
「
四
月
テ
ー
ゼ
」
に
よ
る

と
、
い
い
か
え
れ
ば
二
月
革
命
を
契
機
と
し
て
プ
・
レ
タ
リ
ァ
獅
裁
の
肚
會
主
義
革
命
を
現
實
の
課
題
と
す
る
に
到
つ
た
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
革

命
方
式
に
よ
る
と
、
憲
法
制
定
會
議
そ
れ
自
麗
は
も
は
や
黛
の
基
本
的
な
、
獅
立
の
ス
・
ー
ガ
ン
と
な
り
得
な
か
つ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
－
）
ス
コ
O
∩
切
冨
ω
9
δ
得
美
＝
冨
幕
憲
美
撃
＄
岩
9
民
9
言
℃
窪
量
罫
＝
ヨ
＄
讐
8
ζ
ぢ
轟
q
ぴ
ご
お
解
臼
℃
・
蜀

（
2
）
O
の
昌
｝
国
こ
肖
冨
宙
o
ぼ
げ
①
＜
涛
国
＄
o
一
暮
帥
o
ー
呂
嵩
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一
旨
o
。
鳩
一
〇
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9
．
ご
や
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。
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淋
．

（
5
）
円
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8
ま
も
5
界
（
§
谷
8
魯
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馨
崔
轟
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幕
愚
美
§
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閾
』
。
曾
需
畳
惑
臨
目
霊
旨
8
長
』
翁
二
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暑
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ミ
～
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6
）
↓
雲
美
9
↓
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曽
り
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も
・
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刈
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（
7
）
↓
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竃
製
ρ
↓
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曽
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9
℃
．
ω
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『
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（
8
）
　
、
H
、
帥
蜜
葵
9
月
o
蜜
鱒
一
｝
R
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●
G
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O
o

o
●

（
9
）
↓
鐘
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鉾
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（
n
）

（
1
1
）

（
1
2
）

↓
角
蜜
巣
ρ
・
『
o
＝
漣
鳩
Ω
弓
。
僻
●

↓
働
翌
美
ρ
8
ζ
認
℃
Ω
弓
●
9

円
角
言
襲
P
8
言
b
o
♪
臼
℃
●
㎝
。

二

　
尋
九
一
七
年
の
二
月
革
命
か
ら
一
〇
月
革
命
に
到
る
間
の
い
わ
ゆ
る
二
重
政
穫
下
に
お
い
て
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
、
窯
の
全
活
動
を
目
的
合

理
的
に
規
定
す
べ
く
、
い
い
か
え
れ
ば
状
況
の
攣
化
襲
展
に
封
磨
し
た
黛
の
具
髄
的
な
運
動
方
針
を
定
立
す
る
た
め
に
、
幾
つ
か
の
蕪
大
會
あ
る

い
は
黛
會
議
を
召
集
し
て
い
る
。
例
え
ば
五
月
の
第
七
同
窯
代
表
者
會
議
（
五
月
七
日
－
二
百
）
、
六
月
の
蕪
軍
事
組
織
代
表
者
會
議
（
六
月
二
九
日

ー
七
月
六
日
）
、
七
月
の
蕪
中
央
委
員
會
擾
大
評
議
會
（
七
月
二
六
日
ー
二
七
日
）
、
八
月
の
第
六
同
窯
大
會
（
八
月
八
目
i
一
六
日
）
、
九
月
の
蕪
中
央
委
員

會
援
大
會
議
（
九
月
；
百
）
、
一
〇
月
の
黛
中
央
委
員
會
會
議
（
一
〇
月
三
一
百
）
、
同
じ
く
一
〇
月
の
窯
中
央
委
員
會
横
大
會
議
（
一
〇
月
二
九
日
）

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
杜
會
主
義
革
命
へ
と
志
向
し
た
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
足
跡
あ
る
い
は
そ
の
歩
度
を
知
る
た
め
の
資
料
と
し
て

は
、
こ
れ
ら
各
種
の
窯
大
會
拉
び
に
窯
會
議
の
決
議
お
よ
び
決
定
は
い
ず
れ
も
充
分
に
奪
重
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
臨
時
政
府
の
公
約
し
た
憲

法
制
定
會
議
に
封
す
る
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
關
心
乃
至
は
態
度
を
間
題
と
し
て
い
る
こ
こ
で
は
、
第
六
同
窯
大
會
の
そ
れ
が
中
心
と
な
つ
て
く

る
。
そ
れ
以
前
の
第
七
同
黛
代
表
者
會
議
、
軍
事
組
織
代
表
者
會
議
、
黛
中
央
委
員
會
撞
大
評
議
會
な
ど
は
い
ず
れ
も
臨
時
政
府
が
公
約
し
た
憲

法
制
定
會
議
と
直
接
正
面
か
ら
封
決
し
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
全
く
黙
殺
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
五
月
七
日
の
第
七
同
窯
代

表
者
會
議
（
四
月
會
議
）
は
二
月
革
命
後
は
じ
め
て
の
、
し
か
も
實
質
的
に
は
黛
大
會
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
存
在
で
も
あ
る
の
で
、
差
當
り
こ
の
四

月
會
議
に
一
瞥
を
與
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
一
九
一
七
年
三
月
、
皇
帝
権
力
の
崩
壌
と
そ
れ
に
と
も
な
う
臨
時
政
府
の
成
立
と
い
う
新
た
な
局
面
の
展
開
を
見
る
に
到
つ
て
、
レ
ー
ニ
ソ
は

　
　
　
　
一
九
一
八
年
の
冒
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
　
（
七
九
七
）



　
　
　
　
一
九
一
八
年
の
ロ
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
　
（
七
九
八
）

窯
大
會
の
速
や
か
な
召
集
を
「
四
月
テ
ー
ゼ
」
に
お
い
て
強
く
提
唱
し
た
。
こ
の
「
四
月
テ
ー
ゼ
」
の
要
請
に
答
え
る
べ
く
、
五
月
七
日
ペ
ト
ロ

グ
ラ
ー
ド
で
、
約
八
萬
の
窯
員
を
背
景
と
し
て
開
か
れ
た
窯
大
會
が
第
七
同
窯
代
表
者
會
議
す
な
わ
ち
四
月
會
議
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
ボ
ル
シ

ェ
ヴ
イ
キ
の
こ
の
四
月
會
議
は
ロ
シ
ヤ
に
お
い
て
は
最
初
の
合
法
的
な
黛
大
會
で
も
あ
つ
た
。
し
か
し
四
月
會
議
の
果
し
た
注
目
す
べ
き
役
割

は
、
勿
論
、
合
法
的
な
蕪
大
會
で
あ
つ
た
と
い
う
そ
の
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
會
議
が
「
四
月
テ
ー
ゼ
」
の
諸
原
則
を
全
面
的
に
承
認
し
、
　
「
す

ぺ
て
の
穫
力
を
ソ
ヴ
エ
ト
ヘ
」
と
い
う
、
別
言
す
れ
ば
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
濁
裁
椹
力
の
樹
立
と
い
う
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
確
乎
と
し
た
眉
的
意
志
を

彊
く
打
出
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
革
命
は
ブ
ル
ジ
。
ア
民
主
主
義
段
階
か
ら
直
ち
に
杜
會
主
義
段
階
へ
と
前
進
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
實
現
す

べ
き
政
治
形
態
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
議
會
制
で
は
な
く
勢
働
者
・
農
民
及
び
兵
士
代
表
の
ソ
ヴ
エ
ト
制
で
あ
つ
て
、
　
「
・
シ
ヤ
拉
び
に
イ
ギ
リ
ス
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

フ
ラ
ン
ス
の
資
本
に
拘
束
さ
れ
、
帝
國
主
義
戦
孚
の
糧
績
を
蝕
儀
な
く
さ
れ
た
地
主
・
資
本
家
の
政
府
で
あ
る
」
臨
時
政
府
へ
の
参
加
は
現
實
の

問
題
と
な
り
得
な
い
と
い
う
、
所
與
の
革
命
方
式
か
ら
す
る
理
論
的
な
瞬
結
が
全
窯
的
に
確
認
さ
れ
允
の
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
四
月
會
議
の

決
議
に
、
臨
時
政
府
の
公
約
し
た
憲
法
制
定
會
議
に
つ
い
て
の
關
心
が
積
極
的
に
示
さ
れ
て
な
い
こ
と
は
、
憲
法
制
定
會
議
あ
る
い
は
民
主
的
議

會
制
の
實
現
で
は
な
く
し
て
肚
會
主
義
革
命
の
途
行
す
な
わ
ち
ソ
ヴ
エ
ト
制
の
實
現
こ
そ
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
窯
の
封
決
す
べ
き
當
面
の
、
ま
た

不
可
避
的
な
課
題
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
得
て
い
た
以
上
、
蓋
し
當
然
の
こ
と
で
あ
つ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
も
つ
と
も
四
月
會
議
の
決
議
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
「
憲
法
制
定
會
議
」
（
ぎ
冨
崔
・
雪
臣
8
8
9
鎧
奉
）
と
い
う
用
語
が
散
見
さ
れ
な

い
で
も
な
い
。
例
え
ば
「
ロ
シ
ヤ
肚
會
民
主
螢
働
黛
は
…
…
、
㈲
臨
時
政
府
の
出
現
に
匿
れ
つ
つ
、
臨
時
政
府
側
か
ら
の
露
骨
な
助
力
の
上
に
組

織
づ
け
ら
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
地
主
的
反
動
勢
力
は
、
革
命
民
主
主
義
に
封
し
て
敵
封
行
動
を
既
に
と
り
は
じ
め
た
。
す
な
わ
ち
臨
時
政
府
は
憲

法
制
定
會
議
選
學
日
の
指
定
を
引
延
し
、
人
民
の
総
武
装
を
妨
害
し
、
農
業
問
題
の
地
主
的
解
決
方
法
を
人
民
に
お
し
つ
け
、
土
地
の
國
有
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

逆
い
、
八
時
間
勢
働
制
の
實
施
を
妨
げ
、
軍
隊
内
部
の
反
革
命
的
煽
動
を
放
任
し
、
兵
士
に
封
抗
し
て
士
官
を
組
織
づ
け
る
な
ど
し
て
い
る
」
と

あ
る
。
あ
る
b
は
ま
た
「
プ
輯
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
的
自
畳
を
明
確
に
し
、
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
。
ア
ジ
ー
の
逡
巡
に
封
し
て
都
市
及
び
農
村
の
プ



ロ
レ
タ
リ
ア
を
團
結
さ
せ
る
織
績
的
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
．
な
ん
と
な
ら
ば
か
か
る
努
力
の
み
が
、
勢
働
者
・
兵
士
代
表
の
ソ
ヴ
エ
ト
あ
る
い

は
人
民
の
大
多
激
の
意
志
を
直
接
に
表
現
し
た
他
の
諸
機
關
（
例
え
ば
諸
地
方
自
治
機
關
、
憲
法
制
定
會
議
な
ど
）
の
手
に
、
全
國
家
椹
力
の
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
a
）

果
的
な
移
行
を
保
誰
し
よ
う
か
ら
で
あ
る
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
場
合
に
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
濁
裁
権
力
の
樹
立
に
不
可
嵌

な
手
績
、
い
わ
ば
革
命
方
式
上
の
第
一
義
的
な
要
講
と
し
て
憲
法
制
定
會
議
の
實
現
を
肯
定
し
て
炉
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い
え
臨
時
政
府
の

公
約
し
て
い
た
憲
法
制
定
會
議
へ
の
便
宜
的
な
参
加
を
拒
否
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
む
し
ろ
こ
こ
で
指
摘
す
べ
き
黙
は
、
公
約
の
憲
法
制
定

會
議
に
つ
い
て
積
極
的
に
な
に
ご
と
も
語
つ
て
い
な
い
四
月
會
議
が
「
プ
・
レ
タ
リ
ァ
窯
の
課
題
は
、
一
方
で
は
既
述
の
よ
う
な
各
地
に
お
け
る

革
命
運
動
の
成
長
を
徹
底
的
に
支
援
す
る
こ
と
で
あ
り
、
他
方
で
は
プ
・
レ
タ
リ
ア
戦
線
の
勝
利
の
た
め
に
、
ソ
ヴ
エ
ト
内
部
に
お
い
て
組
織
的

な
闘
孚
（
宣
傳
及
び
選
畢
に
よ
つ
て
）
を
績
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
勢
働
者
蚊
び
に
兵
士
大
衆
に
、
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
の
、

防
衛
主
義
者
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
。
ナ
リ
ス
ト
と
の
、
日
和
見
主
義
者
と
革
命
主
義
者
と
の
戦
線
の
分
離
に
、
螢
働
者
の
組
織
と
武
装
に
、
革
命
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

つ
ぎ
の
段
階
に
備
え
た
實
力
の
養
成
に
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
と
配
慮
と
を
注
ぐ
こ
と
で
あ
る
」
と
強
調
し
て
い
る
黙
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
ボ

ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
二
月
革
命
に
よ
つ
て
得
た
黛
の
合
法
的
な
地
位
と
ソ
ヴ
エ
ト
の
現
朕
を
考
慮
し
、
そ
の
結
果
、
實
力
的
な
手
段
に
直
接
訴
え
る

こ
と
な
く
む
し
ろ
合
法
的
な
手
段
を
通
じ
て
、
い
い
か
え
れ
ば
ソ
ヴ
エ
ト
に
代
表
さ
れ
た
螢
働
者
・
兵
士
お
よ
び
農
民
な
ど
の
啓
蒙
と
読
得
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

よ
つ
て
肚
會
主
義
革
命
を
實
現
し
國
家
権
力
を
獲
得
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。

　
し
か
る
に
七
月
事
件
を
輔
機
と
し
て
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
牛
非
合
法
化
さ
れ
る
に
到
つ
た
。
レ
ー
ニ
ソ
を
は
じ
め
と
し
て
窯
の
幹
部
は
地
下

に
潜
行
し
、
第
六
同
裳
大
會
も
ま
た
鯨
儀
な
く
秘
密
裡
に
開
か
れ
た
が
、
八
月
の
こ
の
窯
大
會
で
は
、
來
る
べ
き
憲
法
制
定
會
議
選
奉
に
備
え
て

つ
ぎ
の
よ
う
な
具
艦
的
な
封
策
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
憲
法
制
定
會
議
選
學
戦

　
　
　
一
　
野
選
學
機
關

　
　
　
　
一
九
一
八
年
の
・
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
　
（
七
九
九
）



　
　
一
九
一
八
年
の
・
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
　
（
八
O
O
）

1
　
窯
中
央
委
員
會
は
中
央
選
學
委
員
會
を
組
織
し
、
地
方
組
織
は
こ
の
委
員
會
に
代
表
を
逡
る
。

2
　
地
方
組
織
は
地
方
選
撃
委
員
會
を
創
設
し
、
地
厘
組
織
は
こ
の
委
員
會
に
代
表
を
邊
る
。

3
　
そ
れ
以
下
の
諸
段
階
の
黛
組
織
及
び
黙
機
關
に
お
い
て
も
、
一
般
の
諸
集
團
の
指
導
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
選
學
運
動
を
目
的
と
し
た
地
方
選
學
委
員

　
會
と
同
檬
な
も
の
の
設
置
を
働
め
る
。

4
　
同
じ
く
選
撃
蓮
動
の
た
め
に
、
大
工
場
中
心
地
に
お
い
て
は
同
郷
の
螢
働
者
（
並
び
に
兵
士
）
の
内
に
組
織
を
つ
く
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
二
　
資
金

5
　
選
學
蓮
動
の
資
金
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
方
法
で
作
成
す
る
。

　
㈲
給
料
一
日
分
の
一
同
控
除
。

　
㈲
寄
附
金
（
擦
金
お
よ
び
奉
加
帳
に
よ
る
）
の
徴
牧
、
有
料
の
講
演
會
二
晋
樂
會
・
夜
會
の
開
催
、
日
刊
紙
の
襲
行
な
ど
。

6
　
か
か
る
方
法
で
集
め
ら
れ
た
資
金
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
配
分
さ
れ
る
。

㈲
　
四
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
を
中
央
選
學
委
員
會
の
金
庫
に
、

　
㈲
　
六
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
を
地
方
組
織
に
残
す
。

　
三
　
煽
動

7
　
交
書
に
よ
る
煽
動

　
㈲
　
農
民
新
聞
の
獲
行
。

　
㈲
　
黙
綱
領
の
基
本
的
な
ス
・
！
ガ
ン
の
す
ぺ
て
を
季
易
に
読
明
す
る
一
般
向
き
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
護
行
。

　
⑥
　
煽
動
者
の
た
め
に
演
読
の
計
聲
と
そ
の
内
容
お
よ
び
必
要
な
文
献
目
録
を
教
示
し
た
中
央
選
學
委
員
會
の
指
填
書
の
稜
行
。
勿
論
こ
の
指
導
書
に
は
選
學

　
　
法
の
主
要
な
規
定
、
選
撃
法
の
特
質
お
よ
び
選
撃
技
術
が
説
明
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

8
　
口
頭
煽
動
　
　
口
頭
煽
動
の
先
導
者
は
豫
備
教
育
を
受
け
た
基
幹
螢
働
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
煽
動
者
の
短
期
講
習
會
を
中
央
選
拳
委
員

會
並
び
に
地
方
選
學
委
員
會
の
許
に
組
織
し
、
さ
ら
に
ま
た
選
學
蓮
動
の
期
間
中
農
村
に
意
識
的
な
螢
働
者
と
兵
士
を
派
遣
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



　
　
四
提
携
と
協
定

　
　
9
　
提
携
は
、
國
際
主
義
の
基
礎
の
上
に
立
つ
て
、
ま
た
口
先
き
ば
か
り
で
は
な
く
實
際
に
防
徳
派
と
漸
絶
し
た
窯
派
と
の
み
許
さ
れ
る
。

　
　
1
0
　
協
定
は
、
わ
れ
わ
れ
の
綱
領
を
完
全
に
受
容
す
る
革
命
的
な
無
所
驕
團
豊
（
例
え
ば
代
表
ソ
ヴ
エ
ト
、
農
地
委
員
會
、
播
種
委
員
會
な
ど
）
と
の
み
許
さ
れ

　
　
得
る
。

　
　
1
1
　
選
撃
協
定
は
中
央
委
員
會
の
承
認
を
得
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
　
五
　
候
補
者
名
簿

　
　
1
2
　
候
補
者
は
縣
代
表
者
會
議
あ
る
い
は
地
方
組
織
に
よ
つ
て
指
名
さ
れ
る
。

　
　
1
3
　
中
央
委
員
會
に
は
抗
辮
す
る
権
利
が
留
保
さ
れ
る
。

　
　
1
4
　
中
央
委
員
會
に
は
候
補
者
に
つ
い
て
地
方
組
織
に
建
言
す
る
灌
利
が
留
保
さ
れ
る
。

　
　
　
六
　
軍
隊
内
部
お
よ
び
職
線
に
お
け
る
選
學
蓮
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
1
5
　
本
大
會
は
、
中
央
委
員
會
の
軍
事
組
織
が
軍
隊
内
部
就
中
職
線
に
お
け
る
黙
の
逡
學
蓮
動
計
聲
の
作
成
に
印
時
取
掛
る
よ
5
希
望
す
る
。

　
し
か
し
、
憲
法
制
定
會
議
選
畢
の
た
め
の
封
策
が
か
く
具
髄
的
に
定
立
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
、
八
月
の
黛
大
會
が

す
べ
て
の
槽
力
を
ソ
ヴ
エ
ト
ヘ
と
い
う
四
月
會
議
の
承
認
し
た
原
則
を
放
棄
し
た
も
の
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
　
「
革
命
の
最
初
の
高
揚
期
に
我

が
窯
が
提
唱
し
た
穂
力
の
ソ
ヴ
エ
ト
ヘ
の
譲
渡
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
革
命
の
李
和
的
な
焚
展
の
、
穫
力
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
か
ら
勢
働
者
お

よ
び
農
民
へ
の
苦
痛
な
き
移
行
の
、
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
。
ア
的
幻
想
の
漸
進
的
な
根
絶
の
た
め
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ
で
あ
つ
た
。
か
か
る
李
和
的
な
襲
展

拉
び
に
権
力
の
ソ
ヴ
エ
ト
ヘ
の
苦
痛
な
き
移
行
は
、
今
日
に
お
い
て
は
不
可
能
と
な
つ
た
。
椹
力
が
既
に
反
革
命
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
手
に
事

實
上
移
つ
て
い
る
が
故
に
、
現
在
の
正
し
い
ス
・
ー
ガ
ン
は
反
革
命
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
濁
裁
の
完
全
な
精
算
以
外
に
あ
り
得
な
い
。
貧
農
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

支
持
さ
れ
た
革
命
的
な
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
み
が
、
新
し
い
革
命
の
高
揚
と
い
う
そ
の
任
務
を
途
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
第
六
同
窯
大
會

は
は
つ
ぎ
り
と
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
政
権
へ
の
移
行
は
武
装
蜂
起
以
外
に
あ
り
得
な
い
、
と
い
う
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
基

　
　
　
　
一
九
一
八
年
の
・
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
三
九
　
　
　
（
八
〇
一
）



　
　
　
　
一
九
一
八
年
の
ロ
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
　
（
八
〇
二
）

本
的
な
方
針
が
改
め
て
こ
こ
に
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
實
力
に
よ
る
杜
會
主
義
革
命
の
實
現
と
い
う
こ
の
方
式
と
決
意
と
が
、
コ
ル

ニ
官
フ
派
鼓
び
に
カ
デ
ッ
ト
黛
な
ど
の
反
動
勢
力
の
権
力
へ
の
接
近
を
断
乎
反
撃
す
る
と
決
議
し
た
九
月
の
中
央
委
員
會
援
大
會
議
を
支
え
、
さ

ら
に
一
〇
月
の
中
央
委
員
會
會
議
を
指
導
し
て
、
一
一
月
の
攣
革
を
現
實
に
決
定
づ
け
て
い
つ
た
。
し
た
が
つ
て
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
武
装
蜂
起

に
よ
る
ブ
ル
ジ
・
ア
政
権
か
ら
プ
・
レ
タ
リ
ア
政
権
へ
の
移
行
を
は
つ
き
り
と
決
意
す
る
と
と
も
に
そ
の
際
、
憲
法
制
定
會
議
へ
の
参
加
を
も
併

せ
て
考
え
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
八
月
の
窯
大
會
は
憲
法
制
定
會
議
の
選
撃
に
備
え
て
封
策
を
立
て
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
杜
會
主
義
革
命
を
現
實
の
課
題
と
し
た
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
が
、
い
か
に
し
て
憲
法
制
定
會
議
へ
の
参
加
を
、
い
い
か
え
れ
ば
政
治
の
倫

理
的
な
一
般
原
則
と
も
い
う
べ
き
多
藪
決
制
を
承
認
す
る
に
到
つ
た
の
か
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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三

　
周
知
の
よ
う
に
一
九
一
七
年
三
月
の
初
旬
首
都
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
に
は
じ
ま
つ
た
自
然
獲
生
的
な
大
衆
蜂
起
は
、
國
會
を
中
心
と
し
た
自
由
主

義
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
「
上
か
ら
す
る
革
命
」
の
緊
急
不
可
避
性
を
自
畳
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
か
つ
た
。
そ
の
結
果
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
の
退
位
が

實
現
し
、
代
つ
て
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
蓮
合
會
議
長
の
ル
ボ
ー
フ
公
を
首
相
と
す
る
二
月
革
命
政
府
が
成
立
し
た
。
す
な
わ
ち
國
會
と
ソ
ヴ
エ
ト
と
の

妥
協
の
上
に
、
言
葉
を
か
え
て
い
え
ば
一
〇
月
蕪
拉
び
に
カ
デ
ッ
ト
蕪
お
よ
び
そ
め
他
の
自
由
主
義
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
グ
ル
ー
プ
と
肚
會
革
命
窯



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ル
ロ

と
の
提
携
に
よ
つ
て
、
三
月
一
六
日
、
－
ル
ボ
ー
フ
臨
時
政
府
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
臨
時
政
府
が
當
面
の
政
治
的
混
胤
を
牧
拾
し
秩

序
を
同
復
す
べ
く
、
國
民
各
暦
の
積
極
的
な
支
持
と
協
力
の
獲
得
を
求
め
た
こ
と
は
當
然
で
あ
つ
て
、
そ
の
こ
と
に
別
段
問
題
は
な
い
が
、
か
か

る
封
策
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
宣
言
を
、
臨
時
政
府
が
そ
の
成
立
に
あ
た
つ
て
襲
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。

　
　
内
閣
は
つ
ぎ
の
諸
原
則
を
蓮
守
す
る
。

　
　
1
　
刑
の
確
定
し
た
テ
ロ
行
爲
、
反
逆
、
一
揆
な
ど
を
含
む
政
治
犯
拉
び
に
宗
教
犯
す
べ
て
の
印
時
且
つ
完
全
な
大
赦
。

　
　
2
　
言
論
の
自
由
、
稜
表
の
自
由
、
結
吐
・
集
會
お
よ
び
罷
業
の
自
由
。
蛇
び
に
軍
人
の
政
治
的
自
由
を
軍
事
上
差
麦
え
な
い
か
ぎ
り
擬
大
す
る
こ
と
。

　
　
3
　
身
分
、
信
條
、
人
種
上
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
騒
。

　
　
4
　
統
治
機
構
を
決
定
し
國
家
形
態
を
規
定
す
べ
く
、
普
通
選
學
槽
と
秘
密
投
票
に
も
と
づ
い
た
憲
法
制
定
會
議
の
召
集
の
準
備
に
印
時
取
掛
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
　
：
。
：
：
：
：
。
o

　
す
な
わ
ち
漸
進
的
な
改
革
主
義
者
が
あ
る
い
は
ま
た
急
進
的
な
革
命
主
義
者
が
、
既
に
久
し
い
以
前
か
ら
等
し
く
掲
げ
て
き
た
憲
法
制
定
會
議

の
開
催
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
ル
ボ
ー
フ
臨
時
政
府
の
出
現
に
よ
つ
て
こ
こ
に
現
實
の
課
題
と
な
つ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
繰
返
し
遙
べ
た
よ
う

に
憲
法
制
定
會
議
の
早
期
召
集
と
い
う
公
約
の
履
行
に
つ
い
て
、
臨
時
政
府
の
態
度
は
甚
だ
曖
昧
で
あ
り
冷
淡
で
あ
つ
た
。
公
約
實
現
の
責
任
は

む
し
ろ
意
識
的
に
同
避
さ
れ
つ
づ
け
た
と
み
ら
れ
る
。

　
こ
と
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
憲
法
制
定
會
議
召
集
の
準
備
に
帥
時
取
掛
る
と
い
う
公
約
に
よ
つ
て
、
別
言
す
れ
ば
自
己
の
存
在
理
由

を
自
ら
具
膣
的
に
規
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
臨
時
政
府
は
、
そ
の
正
當
性
を
幾
分
か
な
り
と
も
現
實
に
基
礎
づ
け
よ
う
と
圖
つ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
憲
法
制
定
會
議
選
撃
に
お
け
る
與
黛
の
制
覇
を
充
分
に
豫
想
で
き
た
な
ら
ば
、
前
記
の
公
約
は
當
然
に
、
じ
か
も
可
及
的
速
や
か
に

履
行
さ
れ
得
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
。
憲
法
制
定
會
議
を
遅
く
と
も
七
月
中
に
召
集
す
る
と
公
表
し
て
い
た
臨
時
政
府
が
そ
の
七
月
に
到
つ
て
、
選

奉
期
日
を
九
月
三
〇
日
に
、
さ
ら
に
こ
れ
を
一
一
月
二
五
日
に
引
延
し
て
い
る
事
實
は
與
蕪
の
勝
利
に
封
す
る
自
信
の
な
さ
を
、
い
い
か
え
れ
ば

　
　
　
　
一
九
一
八
年
の
ロ
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
　
（
八
〇
三
）



　
　
　
　
一
九
一
八
年
の
・
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
　
（
八
〇
四
）

そ
の
椹
力
基
盤
の
狭
小
・
虚
弱
さ
を
牽
直
に
物
語
つ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
ら
ば
憲
法
制
定
會
議
の
早
期
召
集
と
い
う
公
約
の
履
行
を
遅
滞

さ
せ
、
ひ
い
て
は
自
ら
の
手
で
自
己
の
存
在
理
史
を
否
定
さ
せ
正
當
性
か
殿
損
さ
せ
た
障
擬
は
ど
こ
に
あ
つ
た
か
。
つ
ぎ
の
よ
う
な
三
黙
に
そ
れ

を
要
約
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
そ
の
第
一
は
、
臨
時
政
府
が
帥
時
的
な
戦
雫
終
結
を
決
意
し
得
ず
、
依
然
と
し
て
戦
孚
糠
績
政
策
を
固
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
に

あ
る
。
臨
時
政
府
の
ま
ず
直
面
し
た
職
雫
か
李
和
か
の
問
題
は
、
問
題
の
性
質
上
解
答
の
提
示
を
將
來
に
持
越
す
こ
と
を
、
例
え
ば
公
約
し
た
憲

法
制
定
禽
議
の
審
議
に
委
ね
る
こ
と
を
許
す
は
ず
が
な
か
つ
た
。
解
答
の
提
示
、
す
な
わ
ち
封
外
政
策
の
決
定
は
帥
刻
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
自
身
の
封
外
政
策
を
打
出
し
て
そ
の
途
行
に
積
極
的
な
努
力
を
か
さ
ね
た
臨
時
政
府
は
、
そ
の
た
び
。
こ
と
に
、
例
え

ば
五
月
三
日
の
あ
る
い
は
七
月
一
七
日
の
反
職
示
威
蓮
動
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
兵
士
お
よ
び
螢
働
者
を
中
心
と
し
た
廣
範
な
組
織
的
抵
抗
に
出

會
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ル
ボ
ー
フ
内
閣
拉
び
に
ケ
レ
ソ
ス
キ
イ
内
閣
は
い
ず
れ
も
、
帥
時
的
な
李
和
の
實
現
を
希
求
す
る
革
命
的
な
大
衆
の
意

志
に
反
し
た
職
孚
織
績
政
策
を
固
守
し
た
の
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
か
か
る
封
外
政
策
を
あ
く
ま
で
も
肯
定
す
る
か
ぎ
り
、
憲
法
制
定
會
議
の

召
集
は
、
臨
時
政
府
の
存
績
を
根
底
か
ら
拒
否
す
る
で
あ
ろ
う
充
分
な
可
能
性
を
備
え
た
輿
論
へ
の
、
合
法
的
且
つ
決
定
的
な
機
會
の
提
供
を
意

味
す
る
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
つ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
の
第
二
は
、
臨
時
政
府
が
廣
範
な
貧
農
暦
の
土
地
要
求
を
充
す
に
足
る
解
答
を
打
出
し
得
な
か
つ
た
こ
と
に
あ
る
。
土
地
の
間
題
が
李
和
の

間
題
と
同
様
に
、
二
月
革
命
の
提
起
し
た
基
本
的
な
課
題
で
あ
つ
た
こ
と
は
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
資
本
主
義
的
な
農
業

生
産
様
式
の
嚢
達
に
件
つ
て
加
速
度
的
に
促
進
さ
れ
、
ま
た
蓄
積
さ
れ
て
い
た
貧
農
暦
の
根
彊
い
土
地
要
求
は
既
存
の
権
威
艦
系
の
崩
壊
に
よ
つ

て
一
撃
に
表
面
化
し
て
い
た
。
し
か
る
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
全
く
自
信
の
な
い
、
い
い
か
え
れ
ば
貧
農
暦
の
土
地
要
求
に
答
え
る
こ
と
を
欲
し

な
か
つ
だ
臨
時
政
府
は
そ
の
解
答
を
、
早
期
召
集
を
公
約
し
た
憲
法
制
定
會
議
の
審
議
に
託
し
て
當
面
の
責
任
を
故
意
に
同
避
し
、
現
實
を
糊
塗

覧
よ
う
と
圖
つ
た
。
勿
論
こ
う
し
た
保
守
的
な
乃
至
は
反
動
的
な
臨
時
政
府
の
態
度
が
現
實
に
許
さ
れ
よ
う
は
ず
は
な
く
、
各
地
の
農
民
は
間
題



を
個
別
的
に
解
決
し
て
い
つ
た
。
土
地
を
實
力
的
に
牧
奪
し
分
配
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
に
封
し
て
臨
時
政
府
は
軍
隊
を
動
員
し

て
積
極
的
な
鎭
墜
に
乗
出
し
た
た
め
に
、
爾
者
の
意
志
は
い
よ
い
よ
は
つ
き
り
と
背
反
し
、
そ
の
距
離
は
ま
す
ま
す
擾
大
し
て
い
つ
た
。
土
地
に

關
す
る
貧
農
暦
の
素
朴
な
期
待
に
そ
う
こ
と
を
欲
し
な
か
つ
た
、
實
は
期
待
に
そ
う
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
た
め
に
土
地
問
題
と
の
封
決
を
避
け

た
結
果
、
臨
時
政
府
は
貧
農
暦
と
正
面
か
ら
は
つ
き
り
と
敵
封
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
の
し
た
が
つ
て
、
當
然
の
要
求
で
は
あ
る
が
、
臨
時
政
府
が

政
椹
捲
當
の
臨
時
性
に
あ
ま
ん
ず
る
こ
と
を
潔
し
と
せ
ず
、
政
椹
の
永
久
化
を
強
く
意
欲
し
て
い
た
以
上
、
憲
法
制
定
會
議
の
召
集
は
い
よ
い
よ

も
っ
て
同
避
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
第
三
は
、
臨
時
政
府
が
國
民
大
衆
の
日
常
生
活
の
保
護
に
つ
い
て
熱
意
と
配
慮
と
を
示
し
得
な
か
つ
た
こ
と
に
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
大

戦
へ
の
参
加
に
よ
つ
て
い
か
ん
な
く
露
呈
し
た
ロ
シ
ヤ
経
濟
の
盧
弱
性
は
、
國
民
へ
の
負
捲
を
倍
加
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
か
つ
た
。
特
に
都
市
勢

働
者
は
直
接
お
よ
び
間
接
の
犠
牲
を
生
活
の
す
み
ず
み
に
ま
で
彊
い
ら
れ
、
そ
の
日
常
生
活
は
甚
だ
し
く
困
窮
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
長
期
に
わ

た
る
絶
望
的
な
封
獅
抗
戦
が
要
求
し
た
莫
大
な
数
量
の
人
的
お
よ
び
物
的
な
動
員
が
農
業
生
産
力
を
急
速
に
低
下
さ
せ
、
こ
れ
と
通
貨
の
混
飢
と

が
あ
い
ま
っ
て
相
封
的
拉
び
に
絶
封
的
な
食
糧
危
機
が
既
に
訪
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
臨
時
政
府
は
無
謀
な
戦
箏
繊
績
政
策
を
彊
行
し
た

た
め
に
事
情
は
さ
ら
に
一
段
と
悪
化
し
た
。
の
み
な
ら
ず
物
慣
の
高
騰
と
原
材
料
の
枯
渇
と
が
企
業
の
縮
小
あ
る
い
は
閉
鎖
を
呼
起
し
、
途
に
一

九
一
七
年
の
夏
に
か
け
て
多
敷
の
螢
働
者
が
街
頭
に
投
出
さ
れ
は
じ
め
た
。
勿
論
か
か
る
事
態
の
出
現
に
臨
時
政
府
は
大
き
な
不
安
を
意
識
し
て

は
い
た
が
、
日
用
滑
費
物
資
の
需
給
の
甚
だ
し
い
不
均
衡
、
就
中
食
糧
の
慢
性
的
な
不
足
あ
る
い
は
螢
働
條
件
の
悪
化
乃
至
は
失
業
と
い
つ
た
よ

う
な
螢
働
者
の
日
常
生
活
を
破
壌
し
つ
つ
あ
つ
た
諸
條
件
の
解
消
に
、
充
分
な
誠
意
も
し
た
が
つ
て
適
切
な
方
策
も
示
し
得
な
か
つ
た
。
そ
れ
故

に
、
鋭
い
政
治
的
感
畳
と
高
い
組
織
性
に
お
い
て
す
ぐ
れ
た
螢
働
者
大
衆
は
臨
時
政
府
と
封
峙
的
な
側
に
ま
す
ま
す
結
集
し
、
た
め
に
臨
時
政
府

は
憲
法
制
定
會
議
の
早
期
召
集
と
い
う
公
約
を
敢
え
て
獣
殺
す
る
に
到
つ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
三
つ
の
條
件
は
勿
論
個
々
獅
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
相
互
に
密
接
な
關
蓮
を
も
つ
て
い
た
。
要
す
る
に
臨
時
政
府
の
椹
力
基
盤
そ
の

　
　
　
　
一
九
一
八
年
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ロ
シ
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憲
法
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憲
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も
の
が
二
月
革
命
の
進
行
方
向
に
、
換
言
す
れ
ば
憲
法
制
定
會
議
の
召
集
へ
と
正
し
く
志
向
し
て
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
臨
時
政
府
の

反
革
命
性
を
い
か
ん
な
く
露
呈
さ
せ
た
「
李
和
・
土
地
・
パ
ソ
」
と
も
い
う
べ
き
前
記
の
課
題
に
封
し
て
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
ど
う
で
あ
つ
た

か
。
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
政
穫
奪
取
の
彊
い
意
志
と
、
　
「
李
和
・
土
地
・
パ
ソ
」
に
つ
い
て
の
極
め
て
現
實
的
な
、
す
な

わ
ち
勢
働
者
と
兵
士
お
よ
び
農
民
の
要
求
に
充
分
適
合
し
た
解
答
を
既
に
用
意
し
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
ば
、
二
月
革
命
の
提

起
し
た
「
李
和
・
土
地
・
パ
ソ
」
の
諸
間
題
に
直
面
し
て
、
憲
法
制
定
會
議
の
召
集
と
い
う
公
約
の
履
行
を
同
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
臨

時
政
府
と
は
事
違
い
、
そ
の
早
期
召
集
を
聲
高
に
主
張
し
得
る
い
わ
ば
主
髄
的
な
條
件
を
整
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
こ
の
こ
と
、
す
な

わ
ち
自
ら
し
た
公
約
の
實
現
を
臨
時
政
府
が
な
し
得
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
が
純
粋
に
野
窯
的
な
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
立
場
を
ま
す
ま
す
有
利
に

し
て
い
た
こ
と
を
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
甚
だ
め
ぐ
ま
れ
た
環
境
に
あ
つ
た
。
臨
時
政
府
の
反
革
命
性
を
軍

的
に
暴
露
し
得
る
有
力
な
材
料
を
提
供
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
一
〇
月
黛
、
カ
デ
ッ
ト
黛
お
よ
び
肚
會
革
命
蕪
か
ら
の
参
加
を
得
て
構
成
さ
れ
た
三
月
一
六
日
の
ル
ボ
ー
フ
内
閣
は
五
月
一
三
日
に
陸
軍
大
臣
グ
チ
コ
フ

　
　
の
、
ま
た
二
日
後
の
一
五
日
に
外
務
大
臣
ミ
リ
ュ
ー
コ
フ
の
欝
職
に
出
會
い
、
そ
の
結
果
五
月
一
八
日
に
ケ
レ
ソ
ス
キ
イ
を
陸
軍
大
臣
に
テ
レ
シ
チ
ェ
ソ
コ
を
外

　
　
務
大
臣
と
し
て
、
保
守
的
自
由
主
義
者
と
観
念
的
肚
會
主
義
と
の
連
立
を
お
し
進
め
た
が
、
七
月
二
〇
日
ル
ボ
！
フ
が
群
職
し
代
つ
て
ケ
レ
ソ
ス
キ
イ
が
首
相
と

　
　
な
つ
た
。
ケ
レ
ソ
ス
キ
イ
は
八
月
六
日
に
組
閣
を
完
了
し
、
一
〇
月
七
日
に
到
つ
て
再
び
内
閣
の
改
造
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
内
閣
の
人
的
構
成
を
考

　
　
慮
す
る
必
要
は
ま
ず
な
い
の
で
、
本
論
で
は
す
べ
て
臨
時
政
府
と
表
現
し
て
み
た
。

　
（
2
）
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政
治
的
ス
ト
ラ
イ
キ
の
指
導
機
關
と
し
て
勢
働
者
代
表
ソ
ヴ
エ
ト
を
創
設
し
た
一
九
〇
五
年
一
〇
月
の
維
験
が
、
一
九
一
七
年
の
二
月
革
命
の

際
に
想
起
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
月
革
命
の
結
果
縄
放
さ
れ
た
軍
需
工
場
中
央
委
員
會
の
螢
働
者
出
身
の
委
員
と
、
螢
働
組
合
蛙
び
に
協
同



組
合
の
諸
代
表
に
よ
つ
て
組
織
さ
れ
た
勢
働
者
代
表
ソ
ヴ
エ
ト
臨
時
執
行
委
員
會
の
呼
掛
け
に
鷹
じ
て
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
勢
働
者
お
よ
び
兵

士
か
ら
選
出
さ
れ
た
諸
代
表
と
杜
會
主
義
的
諸
窯
派
の
幹
部
と
が
三
月
一
二
日
の
夕
刻
タ
ウ
リ
ー
ダ
宮
の
一
室
に
會
し
、
チ
ヘ
イ
ゼ
を
議
長
と
し

ケ
レ
ン
ス
キ
イ
拉
び
に
ス
コ
ベ
レ
フ
を
議
長
代
理
と
す
る
螢
働
者
お
よ
び
兵
士
代
表
ペ
ト
・
グ
ラ
ー
ド
・
ソ
ヴ
エ
ト
を
結
成
し
た
。
し
か
も
、
ペ

ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
で
か
く
復
活
し
た
よ
う
な
ソ
ヴ
エ
ト
が
、
す
な
わ
ち
新
た
に
兵
士
代
表
を
加
え
た
勢
働
者
代
表
ソ
ヴ
エ
ト
が
そ
の
後
ま
も
な
く
・

シ
ヤ
全
土
の
諸
都
市
に
相
次
い
で
形
成
さ
れ
て
い
つ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
レ
ー
ニ
ン
が
一
九
〇
五
年
の
論
文
「
螢
働
者
代
表
ソ
ヴ
エ
ト
の
臨
時
革
命
政
府
へ
の
襲
展
」
に
お
い
て
少
な
か
ら
ぬ
關
心
を

示
し
、
ま
た
最
絡
的
に
は
一
九
一
七
年
の
「
四
月
テ
ー
ゼ
」
に
よ
つ
て
機
能
的
な
意
義
を
明
確
に
規
定
し
た
と
こ
ろ
の
、
ソ
ヴ
エ
ト
と
い
う
勢
働

者
を
中
核
と
し
た
革
命
的
な
組
織
は
、
そ
の
成
立
の
當
初
か
ら
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
に
封
し
て
友
好
的
で
あ
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
二
月
革

命
を
契
機
と
し
て
全
國
土
的
な
規
模
に
お
い
て
出
現
し
た
諸
ソ
ヴ
エ
ト
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
つ
た
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
・
ソ
ヴ
エ
ト
は
、
肚
會
革

命
窯
と
メ
ン
シ
ェ
ヴ
イ
キ
に
よ
つ
て
指
導
さ
れ
て
お
り
、
一
一
名
か
ら
成
る
そ
の
執
行
委
員
會
も
非
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
派
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ
て

い
た
。
レ
ー
ニ
ソ
が
鯖
國
す
る
以
前
の
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
思
想
的
に
充
分
統
一
さ
れ
て
な
か
つ
た
と
同
時
に
、
そ
の
裳
勢
も
肚
會
革
命
黛
お
よ

び
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
イ
キ
に
比
較
し
て
劣
つ
て
い
た
。
し
か
ら
ば
そ
の
後
め
状
況
は
ど
う
で
あ
つ
た
か
。
封
濁
職
縫
績
の
意
志
を
表
示
し
た
五
月
一
日

の
、
・
・
リ
ュ
！
コ
フ
通
牒
に
よ
つ
て
喚
起
さ
れ
た
大
衆
の
反
戦
示
威
蓮
動
の
結
果
、
第
一
次
ル
ボ
ー
フ
内
閣
が
崩
壊
し
、
改
め
て
五
月
一
八
日
に
第

二
次
ル
ポ
！
フ
内
閣
が
成
立
し
て
い
る
が
、
五
月
中
旬
か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
て
の
こ
の
第
二
次
ル
ボ
ー
フ
内
閣
の
時
代
に
四
つ
の
全
ロ
シ
ヤ
的

な
大
會
が
開
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
中
心
に
し
て
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
蕪
勢
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
V

　
ま
ず
五
月
一
七
日
に
第
一
同
農
民
代
表
全
露
大
會
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
大
會
に
お
い
て
は
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
甚
だ
弱
小
で
あ
つ
た
。

大
會
は
、
土
地
の
帥
時
淡
牧
と
権
力
の
ソ
ヴ
エ
ト
ヘ
の
移
行
を
し
り
ぞ
け
て
、
貧
農
に
よ
る
土
地
の
不
法
占
有
に
つ
い
て
の
警
告
を
決
議
し
、
無

併
合
・
無
賠
償
を
原
則
と
し
た
防
衛
職
孚
の
縫
績
を
肯
定
し
て
臨
時
政
府
へ
の
全
面
的
な
支
持
を
約
束
し
て
い
る
。
し
か
し
六
月
一
二
日
に
開
會

　
　
　
　
一
九
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憲
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憲
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し
た
第
一
同
工
場
委
員
會
會
議
は
、
穫
力
の
ソ
ヴ
エ
ト
ヘ
の
移
行
・
勢
働
者
の
武
装
化
な
ど
を
主
唱
し
た
レ
ー
ニ
ン
の
提
案
を
四
二
〇
票
封
二
九

〇
票
で
可
決
し
、
商
晶
の
生
産
分
配
お
よ
び
財
政
・
金
融
に
封
す
る
勢
働
者
の
管
理
穫
を
要
求
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
月
革
命
後
は
じ
め
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
全
ロ
シ
ヤ
的
な
代
表
者
大
會
の
一
つ
に
お
い
て
多
数
を
獲
得
し
た
の
で
あ
つ
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
第
一
同
工
場
委
員
魯
會

議
に
比
較
す
る
と
よ
り
廣
範
な
肚
會
暦
を
背
景
と
し
た
六
月
一
六
日
の
第
一
同
勢
働
者
・
兵
士
代
表
ソ
ヴ
エ
ト
全
露
大
會
で
は
、
再
び
ボ
ル
シ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ヴ
イ
キ
が
敗
北
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
ソ
ヴ
エ
ト
大
會
は
、
臨
時
政
府
と
の
關
係
拉
び
に
李
和
の
間
題
な
ど
に
つ
い
て
杜
會
革
命
黛
お
よ
び

メ
ン
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
提
案
を
承
認
し
た
の
で
あ
つ
た
。
し
か
も
七
鳳
四
日
の
第
三
同
勢
働
組
合
全
露
大
禽
に
お
い
て
も
ま
た
肚
會
革
命
裳
の
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

が
受
容
さ
れ
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
決
議
案
は
そ
の
少
数
の
故
に
否
決
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
基
盤
は
、
肚
會
革
命
蕪
お

よ
び
メ
ン
シ
ェ
ヴ
イ
キ
と
い
つ
た
反
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
派
の
そ
れ
に
比
肩
し
得
る
程
成
長
し
て
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
來
る
べ
き
杜
會
主
義
段
階

の
政
治
形
態
に
目
し
た
ソ
ヴ
エ
ト
の
全
露
大
會
す
ら
も
が
、
反
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
諸
裳
派
の
墜
倒
的
に
支
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ

て
臨
時
政
府
か
ら
の
國
家
権
力
の
奪
取
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
獅
裁
槽
力
の
樹
立
を
當
面
の
課
題
と
し
た
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
、
そ
れ
故
に
こ
そ
現
實

的
な
、
す
な
わ
ち
合
目
的
な
職
術
的
配
慮
を
當
然
に
梯
わ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
六
月
の
第
一
同
工
場
委
員
會
會
議
に
お
い
て
示
さ
れ
た
よ
う
た

勝
利
を
一
般
化
す
べ
く
、
勢
働
者
・
兵
士
お
よ
び
農
民
大
衆
の
啓
蒙
と
読
得
に
窯
の
全
活
動
を
差
向
け
て
、
蕪
の
基
盤
を
早
急
に
援
大
．
強
化
．

充
實
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
臨
時
政
府
が
無
謀
に
も
再
開
し
た
封
オ
ー
ス
ト
リ
ャ
総
反
攻
も
、
當
初
に
若
干
の
職
果
を
學
げ
得
た
と
は
い
え
ド
イ
ッ
軍
の
反
撃
に

出
會
つ
て
壊
滅
し
、
戦
線
は
全
面
的
に
崩
壊
し
た
。
ま
た
臨
時
政
府
内
部
に
お
い
て
も
高
度
の
自
治
権
を
要
求
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
間
題
に
か
ら
ん

で
閣
僚
間
の
封
立
が
表
面
化
し
、
杜
會
主
義
系
の
閣
僚
に
抗
議
し
て
七
月
一
五
日
に
カ
デ
ッ
ト
窯
系
の
閣
僚
が
鮮
職
し
た
。
勿
論
か
か
る
臨
時
政

府
内
外
の
危
機
を
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
民
衆
が
敏
感
に
探
知
で
き
な
い
は
ず
は
な
か
つ
た
。
反
磨
は
直
ち
に
現
れ
た
。
す
な
わ
ち
七
月
一
六
日
、

當
時
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
影
響
の
下
に
あ
つ
た
首
都
の
第
一
機
關
銃
蓮
隊
の
兵
士
が
臨
時
政
府
打
倒
の
武
装
示
威
に
乗
出
し
、
翌
一
七
日
に
は
、



武
器
を
携
え
た
「
李
和
的
な
示
威
運
動
」
を
提
唱
し
た
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
中
央
委
員
會
の
意
志
に
反
し
て
兵
士
お
よ
び
勢
働
者
が
、
市
街
の
各
所

で
臨
時
政
府
側
の
軍
隊
と
衝
突
す
る
に
到
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
運
動
は
ほ
ど
な
く
鎭
墜
さ
れ
た
。
一
八
日
の
夜
に
か
け
て
臨
時
政
府
は

市
内
の
主
要
な
戦
略
橡
黙
を
占
領
す
る
と
と
も
に
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
系
の
機
關
紙
出
版
所
を
閉
鎮
し
、
多
数
の
逮
捕
朕
を
襲
し
て
、
レ
ー
ニ
ソ
を

は
じ
め
と
す
る
窯
の
幹
部
を
あ
る
い
は
逮
捕
し
あ
る
い
は
地
下
に
追
い
や
つ
た
。
し
か
し
ケ
レ
ソ
ス
キ
イ
を
首
班
と
し
た
第
三
次
臨
時
政
府
は
ボ

ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
ヘ
の
敵
意
を
あ
ら
わ
に
し
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
非
合
法
化
を
企
て
た
と
は
い
え
、
そ
れ
以
上
に
は
進
み
得
な
か
つ
た
。
臨
時
政

府
と
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
と
は
既
に
そ
の
力
に
お
い
て
均
衡
し
は
じ
め
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
ま
た
爾
者
の
封
峙
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し

て
い
つ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
ケ
レ
ン
ス
キ
イ
内
閣
に
よ
る
揮
墜
は
、
た
と
え
そ
れ
が
臨
時
政
府
の
實
力
を
正
し
く
反
映
し
た
中
途
牛
端
な
い
わ
ゆ
る
牛
非
合

法
化
に
止
つ
た
に
せ
よ
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
に
と
つ
て
、
す
な
わ
ち
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
凋
裁
の
政
穫
樹
立
へ
の
前
進
に
と
つ
て
無
論
好
ま
し
い

事
態
で
あ
ろ
う
は
ず
は
な
か
つ
た
。
既
に
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
武
装
蜂
起
に
よ
る
國
家
穂
力
の
奪
取
を
決
意
し
、
し
た
が
つ
て
自
己
の
陣
螢
へ
の

廣
範
な
大
衆
の
動
員
と
い
う
問
題
が
そ
の
最
大
の
關
心
事
と
な
つ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
の
勢
働
者
・
兵
士

お
よ
び
農
民
へ
の
滲
透
と
臨
時
政
府
の
反
革
命
性
の
呵
責
な
ぎ
暴
露
に
黛
の
全
機
能
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
緊
急
且
つ
不
可
避
的
に
要
求
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
ま
た
か
か
る
黙
活
動
を
よ
り
効
果
的
に
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
環
境
が
最
も
彊
く
必
要
と
さ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
し
か
る
に
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
非
合
法
化
を
企
て
た
ケ
レ
ソ
ス
キ
イ
内
閣
は
そ
の
護
足
に
あ
た
つ
て
ル
ボ
ー
フ
内
閣
の
公
約
を
再
確
認

し
、
完
全
な
民
主
主
義
的
自
由
を
前
提
と
し
た
憲
法
制
定
會
議
の
選
學
を
九
月
三
〇
日
に
お
こ
な
う
と
聲
明
し
て
い
た
。
國
家
権
力
の
實
力
的
な

奪
取
を
意
欲
し
、
し
か
も
そ
れ
を
目
前
に
ひ
か
え
た
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
が
、
す
な
わ
ち
第
六
同
蕪
大
會
が
、
祉
會
主
義
革
命
の
準
備
工
作
と
し
て

不
可
嵌
な
大
衆
の
啓
蒙
と
読
得
と
組
織
化
を
目
的
と
し
た
窯
の
自
由
な
活
動
を
充
分
保
誰
す
る
で
あ
ろ
う
こ
の
機
會
を
見
逃
す
は
ず
が
あ
ろ
う

か
。

　
　
　
　
一
九
一
八
年
の
揖
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
　
（
八
〇
九
）



一
九
一
八
年
の
ロ
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
間
題

四
八

（
八
一
〇
）

（
1
）
　
こ
の
大
會
に
は
一
、
　
一
一
五
名
の
代
表
が
参
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
吐
會
革
命
蕪
が
五
三
七
名
、
無
所
圏
が
四
六
五
名
、
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
イ
キ
と
ボ
ル
シ
ェ

　
　
　
　
む

　
ヴ
イ
キ
お
よ
び
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
を
含
む
祀
會
民
主
窯
が
一
〇
三
名
で
あ
つ
た
（
関
β
ー
旨
劃
9
｝
o
㌘
鼠
f
や
O
）
。
し
た
が
つ
て
大
會
の
選
出
し
た
執
行

　
委
員
會
も
そ
の
過
牛
数
以
上
が
薩
會
革
命
窯
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）
　
二
月
革
命
後
、
螢
働
組
合
と
組
合
加
入
勢
働
者
の
数
が
急
速
に
層
加
し
て
い
る
が
、
よ
り
顯
著
な
傾
向
と
し
て
工
場
委
員
會
制
の
普
及
が
認
め
ら
れ
る
。
し

　
か
も
こ
の
委
員
會
は
個
々
の
工
場
内
の
全
勢
働
者
を
包
含
す
る
組
織
で
あ
つ
た
關
係
上
、
熟
練
勢
働
者
の
利
盆
ま
り
は
む
し
ろ
未
熟
練
勢
働
者
の
そ
れ
を
よ
り
多

　
く
代
表
し
て
い
た
。
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
そ
の
當
初
か
ら
活
淡
に
働
き
か
け
、
そ
の
結
果
第
一
同
工
場
委
員
會
會
議
が
六
月
に
召
集
さ
れ
る
以
前
に
そ
の
組
織
局

　
を
既
に
支
配
し
得
て
い
た
。

（
3
）
　
六
月
二
六
日
の
「
レ
チ
」
紙
は
こ
の
大
會
に
出
席
し
た
一
、
〇
九
〇
名
（
但
し
票
決
椹
を
持
つ
た
代
表
数
は
八
八
二
名
）
の
蕪
汲
別
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
示
し

　
て
い
る
（
旨
Φ
謎
①
ご
9
m
百
“
国
O
N
Φ
目
2
国
こ
国
9
9
け
Φ
鼠
巴
訟
厩
O
H
け
げ
Φ
ω
“
弱
山
気
O
騰
“
げ
Φ
ω
O
＜
一
9
ω
気
警
Φ
目
｝
一
綜
ω
一
や
一
〇
）
。

肚
會
革
命
黛

メ
ン
シ
ェ
ヴ
イ
キ

ポ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ

イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
コ
ナ
リ
ス
ト

無
所
薦
肚
會
主
義
者

統
一
杜
會
民
主
黛

ブ
　
　
ソ
　
ド

プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
派

民
族
肚
會
主
義
者

勢
　
働
　
蕪

反
共
産
主
義
者

二
八
五

二
四
八

一
〇
五

　
三
二

　
七
三

　
一
〇

　
一
〇

　
　
三

　
　
三

　
　
五

　
　
一

　
　
そ
し
て
以
上
の
合
計
七
七
五
名
に
、
壮
會
革
命
蕪
と
肚
會
民
主
黛
の
爾
者
の
政
綱
に
賛
同
し
た
代
表
二
名
を
加
え
た
七
七
七
名
の
み
が
自
己
の
政
見
を
明
確
に

　
表
示
し
た
に
す
ぎ
な
か
つ
た
．
（
国
信
β
鴇
5
｝
q
こ
o
サ
9
f
b
●
に
）
。
な
お
こ
の
大
會
は
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
一
〇
四
名
、
杜
會
革
命
窯
の
九
九
名
、
ボ
ル
シ
ェ

　
ヴ
イ
キ
の
三
五
名
と
そ
の
他
の
一
八
名
か
ら
な
る
中
央
執
行
委
員
會
を
選
出
し
て
お
り
、
こ
の
委
員
は
一
〇
月
革
命
の
時
ま
で
機
能
し
て
い
た
。

（
4
）
　
こ
の
大
會
の
第
一
同
は
一
九
〇
五
年
に
、
ま
た
第
二
同
は
一
九
〇
六
年
に
開
か
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
第
三
同
大
會
は
一
、
四
七
五
、
O
O
O
名
の
勢
働
者



を
代
表
す
る
二
二
〇
名
か
ら
成
り
、
そ
の
内
一
二
〇
名
が
メ
ン
シ
ェ
ヴ
イ
キ
と
肚
會
革
命
黛
お
よ
び
そ
の
同
調
者
で
あ
り
、
八
O
名
が
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
で
あ
つ

た
。
し
た
が
つ
て
こ
の
大
會
が
選
出
し
た
勢
働
組
合
全
露
中
央
評
議
會
は
一
六
名
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
イ
キ
と
三
名
の
肚
會
革
命
窯
と
一
六
名
の
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ

か
ら
、
ま
た
中
央
評
議
會
執
行
委
員
會
は
五
名
の
メ
ン
シ
ェ
ヴ
イ
キ
と
四
名
の
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
（
国
9
冒
『
琶
も
こ
o
層
9
f
や
一
G。
）
。

む

す

び

　
・
シ
ヤ
の
政
治
的
な
近
代
化
の
懸
案
で
あ
つ
た
民
主
的
な
憲
法
制
定
會
議
の
開
設
と
い
う
革
新
勢
力
の
要
講
が
、
勿
論
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
も
ま

た
理
論
的
に
は
一
慮
肯
定
し
て
い
た
か
か
る
要
請
が
、
一
九
一
七
年
の
二
月
革
命
の
結
果
成
立
し
た
ル
ボ
ー
フ
臨
時
政
府
に
よ
つ
て
全
面
的
に
承

認
さ
れ
た
。
臨
時
政
府
が
憲
法
制
定
會
議
の
早
期
召
集
を
公
約
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
二
月
革
命
を
経
験
し
た
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
革
命

方
式
は
議
會
主
義
的
共
和
制
で
は
な
く
ソ
ヴ
エ
ト
制
の
實
現
を
、
民
主
凋
裁
政
権
で
は
な
く
て
プ
揖
レ
タ
リ
ァ
凋
裁
政
椹
の
樹
立
を
黛
が
當
面
の

課
題
と
す
べ
き
こ
と
を
教
示
し
、
ま
た
現
に
そ
う
し
た
教
示
に
し
た
が
つ
て
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
、
プ
β
レ
タ
リ
ア
政
権
の
樹
立
と
い
う
窯
の
本

來
的
な
目
的
の
實
現
に
專
心
努
力
し
た
。
も
つ
と
も
そ
の
際
に
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
ソ
ヴ
エ
ト
大
禽
に
代
る
全
人
民
的
な
憲
法
制
定
會
議
の
開
設

を
考
え
な
い
で
も
な
か
つ
た
。
と
は
い
え
そ
れ
は
二
月
革
命
後
ま
も
な
い
時
期
に
お
い
て
、
換
言
す
る
と
椹
力
の
ソ
ヴ
エ
ト
ヘ
の
李
和
的
な
移
行

が
可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
成
立
を
前
提
と
し
て
し
か
も
條
件
的
に
豫
想
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
民
主
的
な
憲
法
制
定
會
議
の
實
現
す
な
わ
ち
政

治
の
倫
理
的
な
一
般
原
則
と
も
い
う
べ
き
多
数
決
制
を
原
理
的
に
承
認
し
た
た
め
で
は
決
し
て
な
い
。
し
た
が
つ
て
椹
力
の
ソ
ヴ
エ
ト
ヘ
の
李
和

的
な
移
行
が
現
實
に
不
可
能
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
段
階
に
お
い
て
も
、
臨
時
政
府
の
反
動
性
を
暴
露
し
て
攻
撃
を
加
え
る
上
に
甚
だ
効
果
的
な

材
料
で
あ
る
か
ぎ
り
民
主
的
な
憲
法
制
定
會
議
の
早
期
召
集
と
い
う
い
わ
ば
ブ
ル
ジ
。
ア
的
要
請
が
支
持
さ
れ
、
螢
働
者
・
兵
士
お
よ
び
農
民
大

衆
を
組
織
づ
け
得
る
貴
重
な
機
會
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
憲
法
制
定
禽
議
選
撃
戦
へ
の
参
加
が
承
認
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
ボ
ル
シ
ェ
ヴ

イ
キ
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
！
ト
の
濁
裁
椹
力
の
實
現
を
よ
り
容
易
な
ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
條
件
の
創
造
あ
る
い
は
整
備
と
い
つ
た
現
實
的
な
要
請
．

　
　
　
　
一
九
一
八
年
の
・
シ
ヤ
憲
法
制
定
會
議
に
關
す
る
諸
澗
題
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（
八
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二
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戦
術
的
な
要
求
か
ら
の
み
、
憲
法
制
定
會
議
の
間
題
に
鋤
し
て
關
心
を
持
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
戦
術
的
な
配
慮
か
ら
で
あ
る
に
せ
よ

臨
時
政
府
の
公
約
し
た
憲
法
制
定
會
議
の
問
題
に
封
し
て
積
極
的
に
乃
至
は
肯
定
的
に
か
か
わ
り
合
う
以
上
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
あ
る
種
の
危

瞼
を
當
然
に
豫
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
豫
想
さ
れ
た
こ
の
危
険
が
現
實
に
は
ど
う
で
あ
つ
た
か
と
い
う
間
題
の
提

起
に
よ
つ
て
、
一
〇
月
革
命
を
可
能
と
し
た
歌
況
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
勿
論
そ
れ
に
よ
つ
て
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
政
府
に
よ
る
憲
法
制
定

會
議
召
集
の
背
景
が
よ
り
具
髄
的
に
明
ら
か
と
な
ろ
う
。


